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とくに生物多様性の観点から、
ブルーカーボンに注目しています。

ブルーカーボンを起点に自然資
本・生物多様性のビジネス化
に注目しています

農林中金総合研究所は、2022年4月からサステナビリティチームを設置し、持
続可能な社会に向けた課題解決に対しリサーチ・コンサルティングを実施して
います。

気候変動は、水産資源のバランスの変化など、海洋にもさまざまな影響を与え
ています。今回、浜の磯焼けなどの課題に着目し、課題解決に向けた取組みに
ついて説明したいと思います。

カギは、藻場保全活動とブルーカーボンです。その評価にあたっては、ロジッ
クモデルと「変化の理論」（Theory of Change）を用いて分析を行いました。

なお、今回の報告は、サステナビリティチームの藤田、梶間とともに資料を作
成しました。
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本日お話しすること

藻場が浜にもたらす自然の恵み

温暖化に伴う海洋の変化と藻場再生の取組み

ブルーカーボンが注目される背景

ブルーカーボンの課題と社会実装に向けた取組み

浜におけるブルーカーボンの取組み

ブルーカーボンがもたらす社会と展望

 藻場の多面的機能について

 温暖化による磯焼け・海の砂漠化
 浜の藻場保全の取組み

 ブルーカーボンとはなにか
 ブルーカーボンとは、藻場の実力について

 実装化に向けた課題と産官学の取組み
 ブルーカーボンのクレジット化

 事例紹介
 ロジックモデルを用いたインパクト評価

 ブルーカーボンがもたらす変化と社会的価値
 主流化に向けた金融の役割
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エグゼクティブサマリー

① 海草・海藻は海水中の二酸化炭素を光合成により吸収。海洋の内部で炭素を貯留する
（ブルーカーボン）

② その効果は、森林と同等以上。温暖化等で減少した藻場（海草・海藻が生息する場）
を保全・再生することにより、温暖化対策に貢献することが可能

③ ただし、ブルーカーボンの社会実装には、いくつかの課題がある。官民が共同で研究・ルール
メイキングを実施しており、社会実装が進みつつある

④ ブルーカーボンの推進には産学官金の連携が不可欠。漁業者の取組みを支援するため、
それぞれの組織の強みを生かしていくことが重要

⑤ ブルーカーボンおよびその浜における実践は、浜の課題を解決する力となる。ブルーカーボン
に着目することで取組みのスケールアップや地域のベネフィットにつながる



藻場が浜にもたらす自然の恵み
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7（出所）水産庁HP、環境省資料

藻場（海草・海藻が生息する場所）とは

藻場は海面の下にある「森」として、豊かな水産資源や水質改善の役割を果たしている

世界で2万種と種類が多く、緑
藻、褐藻、紅藻に大別される

コンブ、ワカメを中心に50種類
が食用となっている

海藻（うみも）
海で生活する藻類のことで、

胞子によって繁殖

海草（うみくさ）
海中で花を咲かせ種子によって
繁殖し、海中で一生を過ごす
アマモなどの海産種子植物
日本には、30種程度存在

海藻藻場

1,225㎢
アマモ場 329 ㎢

スガモ場 87 ㎢

▎藻場を構成する海草・海藻
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藻場には、水質の浄化、生物多様性の維持、環境学習の提供などさまざまな機能がある。
さらに、海藻は、健康食品、化粧品など、新たなビジネス創出の可能性を秘めている

藻場の多面的機能

１．水質の浄化
• チッソ・リンの吸収による富栄養化の防止
• 透明度の増加と懸濁防止
• 生物の生存に不可欠な酸素の供給

２．生物多様性の維持
• 多様な生物種の保全（葉上・葉間・海底）
• 産卵場の提供
• 幼稚魚の保育場の提供
• 流れ藻として産卵・保育場を提供
• 希少生物への餌の提供

３．海岸線の保全
（波浪の抑制と底質の安定）

４．環境学習
５．保養
（シュノーケリングやダイビング）

（出所）水産庁HP、写真は「水産多面的機能発揮対策情報サイト ひとうみ.jp」 （出所）株式会社ちとせ研究所『これからの藻類ビジネス』のp.35をもとに作成

レッドバイオ分野
（医療・健康）

グリーンバイオ分野
（食料・餌料）

ホワイトバイオ分野
（エネルギー・化成品）

 バイオエネルギー
 バイオプラスチック

 養殖海藻
 藻類健康食品
 藻類由来食用油脂
 畜産・水産飼料用

 化粧品・医療品
• β-カロテン
• アスタキサンチン
• 不飽和脂肪酸
• フコキサンチン
• フィコシアニン
• フコイダン

▎さまざまな藻場の機能 ▎藻類ビジネスの可能性
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藻場の再生・海藻養殖は、さまざまな波及効果が期待できるコベネフィットのソリューション
アマモ場の再生・海藻養殖を通じたコベネフィットの例

藻場そのものの機能 魚介類の生息地機能 沿岸域における
化学的機能

沿岸域における
物理的機能

CO2吸収

PやNの
吸収

GHG削減

水質浄化流れ藻

魚介類の
餌場

魚介類の
避難場

藻場の
風景

魚介類の
育成場

海鳥・植物
の育成場 海の風景

枯死

分解者

底質安定化 水質安定化

波の安定化 災害防止
汚濁物質固定 環境改善

経済活動のフェーズ

海中のフェーズ

採草 寄り藻 観光資源

干潟

水産資源
（干潟）

観光資源
（干潟） 環境学習

温暖化緩和生物多様性
の保全祭事 堆肥利用

文化的価値・地域資源の利活用

カーボンクレジット生物多様性クレジット
漁業

ダイビング

アマモ場の再生 コンブの再生

魚介類の
産卵場

有機物
粒子

水産資源

（出所）但馬英知, 田丸修, & 牧野光琢. (2015). ステークホルダー分析を用いた藻場周辺域における利害構造の地域間比較. Journal of Coastal Zone Studies を参考に作成

▎藻場の機能提供

狭義のブルーカーボン



温暖化に伴う海洋の変化と藻場再生の取組み
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日本近海の海面水温は上昇傾向にあり、今後の気候変動の予測ではさらに上昇する見込み。
高水温化によって、多くの都道府県では藻場の減少が発生

高水温化による磯焼け、藻場の減少

▎気候変動と海洋の環境変化に伴う藻場の変容

気候変動に伴う海水温の上昇 高水温は藻場へダメージ 磯やけした海域の増加

藻場の減少が確認された都道府県
（2013年水産庁によるアンケート結果）

（出所）水産庁『第3版 磯焼け対策ガイドライン』

ウニの採食活性が低下せずに
磯焼けした藻場

生育に悪影響を受けたアラメ・
カジメ類の大量流失

高水温化によって…

（出所）水産庁「水産庁における磯焼け対策に係る最近の話題」

日本近海の全海域平均海面水温（年平均）の平年差の推移

【2086-2099年】
東日本で4℃～西日本で3～4℃の上昇（最大）

（出所）A-PLAT
注 気候モデルは「MIROC5」、排出シナリオは「RCP 8.5」（21世紀末に平均3.7℃上昇）で予測。
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藻場の保全 287
干潟等の保全 181
ヨシ帯の保全 28
サンゴ礁の保全 17
河川・湖沼の保全 73
海浜清掃 109
種苗放流 46
廃棄物の利活用 7
監視活動 124
海難救助訓練 85

677

　環境・
生態系
保全

海の
安全確保

全体（活動組織数）

浜での藻場保全活動

水産多面的機能発揮対策の活動組織数

（出所）水産多面的機能発揮対策情報サイト ひとうみ.jp
注 2022年9月12日時点。複数の項目を実施している組織があるため、各項目の合計値と活動組織数は一致しない。

藻場の減少が顕著になるなか、国の水産多面的機能発揮対策事業等を活用しながら、漁業
者を中心に全国各地で藻場の保全活動が実践されている

▎藻場の保全活動

磯焼けが拡大、ウニの生産量が減少
藻場資源の維持・回復を目的として、母藻の設置、ウニの除去、
栄養塩類の供給を行う
藻場の回復が確認、ホソメコンブの群落、ウニの実入りの向上も

岩礁帯にウニが増え、藻場が減少
漁協青年部を中心に、ウニの駆除、アマモ場の造成活動に取り組む
藻場の分布域が増加

磯焼けによる藻場の減少、アワビ等の磯根資源が減少
ウニの駆除をメインに活動
アラメ・カジメ類・ホンダワラ類で構成された藻場が形成

北海道積丹町美国地区

佐賀県唐津市鎮西地区

鹿児島県指宿市山川地区

▎全国各地の実践

（出所） ひとうみ.jp

（出所） ひとうみ.jp

（出所） ひとうみ.jp
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現場からの声

現場では、藻場保全活動が精力的に続けられている。そのなかでは、成果が出るまでに時間が
かかることや植食性魚類による食害、地域の状況に合った方法の確立など課題もある

14
52

30
3
2

活動することが難しくなっている
近い将来心配

今のところ問題はない
将来展望は明るい

その他

藻場が減ったことで、魚が減っていると
いう感覚があるなかで、沿岸域の藻場
モニタリングに参加。藻場減少の実態
を痛感し、何かできないかと思うように

漁協青年部を中心に、2006年8月か
ら藻場造成活動をスタート

（出所）水産庁『第3版 磯焼け対策ガイドライン』
注 水産多面的機能発揮対策事業の活動組織を対象に、 2020年に行ったアンケート結果。

 アマモを植えても、成果が出るのにはすごく時間がか
かる。藻場を造成するために、ウニを駆除すればすぐ
に海藻、海草が回復するというわけではない

 ウニを駆除しても、植食性魚類（アイゴ、ブダイ）
が増えてしまった。そういった魚は、漁業としても価値
にならない

 10年以上取り組んでいるが、まだ地域の状況に
合った方法は確立していない。海は、なかなか思い
通りにならない

【参考】
藻場保全活動
の状況

（％）

▎山川地区藻場保全会の取組み（鹿児島県指宿市）

活動エリア

経緯

展開

取
組
み
の
な
か
で
の
課
題

藻場が増えるとアオリイカが増えることを
実感

地元の子ども会と連携し、環境教育
の一環として、アマモの造成に参加。最
近では、地域金融機関のSDGsに関
する取組みとの連携も

（出所）Googleマップ、ひとうみ.jp

（出所）ひとうみ.jp （出所）ひとうみ.jp



ブルーカーボンが注目される背景
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ブルーカーボンとは

（出所）各種資料より農中総研作成
写真は水産庁資料より作成

熱
帯
雨
林

マングローブ林
塩沼

 沿岸域の面積は森林に比べると小さく、CO2吸収量はグリーンカーボンより少ないが、貯留性に優れ、海中（海中の土壌も含む）に長期の貯留ができる
 単位面積当たりのCO2吸収量は森林より多い
 森林は今後高年級化が進むためCO2吸収量が減少するが、一方、沿岸域については海洋生態系保全の取組み次第で藻場を保全・再生させることが可

能であり、 CO2吸収源としての伸びしろが見込める
 工業的な炭素吸収技術に比べ、比較的低コストでCO2を吸収できる

▎ブルーカーボンの定義
 「海中のグリーンカーボンであり、グリーンカーボンとは光合成などの作用によって植物が大気から吸収し、生物の体内や土壌に蓄積させた炭素のこと」

（UNEP＊レポート）。 言い換えると、海洋生物の作用によって海中に取り込まれた二酸化炭素(CO2)に由来する炭素のこと
 特に沿岸域の海洋生態系（海草・海藻藻場、マングローブ林、塩性湿地）の炭素貯留機能に着目した概念
 海洋全体の1％程度にすぎない浅海域が重要

ブルーカーボンは炭素吸収源としての効果が高く、伸びしろがあると期待されている

コンブ
アラメ
カジメ ガラモ

アマモ

4.9トン10.3トン 4.2トン 2.7トン

▎吸収源の比較 （ton CO2 /ha/年）

▎ブルーカーボンの特徴―グリーンカーボンとの比較等

3.4トン

人工林

詳細：参考資料２

＊ UNEP：国連環境計画
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報告書でもブルーカーボンへの期待は高まり、地域社会へのコベネフィットの利点は大きい
世界的なブルーカーボンの位置づけ

森林の保全・再生、
海洋炭素吸収源

（ブルーカーボン）
の保全・再生等

農業・畜産の脱炭素、
フードロスの削減等

バイオエネルギー、
太陽光・水力発電等

生
物
多
様
性
対
策

気
候
変
動
対
策

気
候
変
動
対
策

生
物
多
様
性
対
策

保護区の拡大等

生態系の再生
種の再導入等

持続可能な農業・
水産業、森林火災

の管理等
補助金の見直し、

消費の転換等

森林の保全・再生、
海洋炭素吸収源

（ブルーカーボン）
の保全・再生等

農業・畜産の脱炭素、
フードロスの削減等
バイオエネルギー、

太陽光・水力発電等

▎生物多様性対策と気候変動対策の相互影響
 陸域・海域の生態系の損失と劣化を回避し反転させることは、生物多様性

保護と気候変動緩和の両立、および気候変動適応のコベネフィットを生む
ために重要である

 重要な生態系には、陸上生態系の他に、マングローブ、塩性湿地、コンブの
森、藻場、比較的深い海域や極域の浅海域などの沿岸生態系（水域の
炭素吸収源：ブルーカーボン）などがある

 生態系のなかには、マングローブのように面積当たりのCO2吸収量が森林よ
りも多いものもある

 生態系の破壊と劣化は、海洋生態系の生物多様性の損失が２番目に大
きな要因である（陸域・淡水域生態系では最も大きな要因）

 自然生態系の破壊と劣化を反転させることで、生物多様性との間にコベネ
フィットを実現できる。また、沿岸の湿地帯やサンゴ礁は高波や海面上昇か
ら沿岸を守る役割を果たし、湿地は洪水の低減に役立つなど人間の適応
上のコベネフィットももたらす

▎IPBES-IPCC合同ワークショップ報告書（2021）

（出所）：IPBES-IPCC合同ワークショップ報告書より作成

保護区の拡大等
生態系の再生

（ブルーカーボン）
種の再導入等

持続可能な農業・
水産業、森林火災

の管理等
補助金の見直し、

消費の転換等

IPBES：生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学ー政策プラットフォーム
IPCC:気候変動に関する政府間パネル
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2030年
試算

17.1

3.1

6.4

0.3
5.2

生態系面積
（万ha）

アマモ場 6.2

ガラモ場 8.8

コンブ場 2.0

アラメ場 6.3

0.3
4.7

マングローブ

干潟

海草・
海藻
藻場 132 157

404
518

0

200

400

600

現在 2030年

藻場のCO2吸収量のポテンシャル

水産庁『藻場・干潟ビジョン』の藻場回復目標を
2030年までに達成した場合…

（出所）桑江朝比呂ほか（2019）「浅海生態系における年間二酸化炭素吸収量の全国推計」
写真は水産庁HP

上限

標準

5,166 

2,780 

0

2000

4000

6000

現在 2030年

藻場は2030年までに回復目標を達成した場合、 CO2吸収量の増加が予想され、ポテンシャル
がある

▎浅海生態系の面積 ▎浅海生態系のCO2吸収量の全国推計値

【参考】
森林生態系のCO2吸収量の全国推計値

2010年

2010年


活動組織数



				都道府県		地域協議会		活動の実施状況																				合計（活動組織数）				　環境・
生態系
保全		藻場の保全		287

								環境・生態系保全																海の										干潟等の保全		181

																								安全確保										ヨシ帯の保全		28

								藻場の保全		干潟等の保全		ヨシ帯の保全		サンゴ礁の保全		河川・湖沼の保全		海浜清掃		種苗放流		廃棄物の利活用		監視活動		海難救助訓練								サンゴ礁の保全		17

				北海道		北海道水産多面的機能発揮対策協議会		37		16								2		1				49		4		104						河川・湖沼の保全		73

				青森県		青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会		8		3								3		1				3		2		17						海浜清掃		109

				岩手県		岩手県環境・生態系保全対策地域協議会		5		1						3												9						種苗放流		46

				宮城県		登米市平筒沼生態系保全対策地域協議会		6		1						1						1						7						廃棄物の利活用		7

						宮城県水域保全地域協議会																										海の
安全確保　 ウミ アンゼンカクホ		監視活動		124

				秋田県		秋田県沿岸環境・生態系保全対策地域協議会		1		1						1		4		4				3				10						海難救助訓練		85

				山形県		山形県水産多面的機能発揮対策協議会		2								1								1				4				全体（活動組織数） ゼンタイ カツドウソシキスウ				677

				福島県		福島県環境・生態系保全地域協議会		1		1																		2

				茨城県		茨城県沿海水産多面的機能地域協議会		3				5				2		1		2				3				11

						霞ヶ浦北浦水産多面的機能発揮対策地域協議会

						茨城県内水面多面的機能地域協議会

				群馬県		群馬県水産多面的機能発揮対策地域協議会										1												1

				埼玉県		埼玉県水産多面的機能発揮対策地域協議会																						0

				千葉県		千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会		4		18						2								4		3		26

				神奈川県		神奈川県地域協議会		8										2				1						8

				新潟県		新潟県水産多面的機能発揮対策地域協議会		1				1				1		1								6		8

				富山県		富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会		5								2		4		4						1		7

				石川県		石川県水産多面的機能発揮対策地域協議会		1								3				2								4

				福井県		福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会		6				1				5		6				1		1				13

				長野県		長野県水産多面的機能発揮対策地域協議会						1				2												3

				岐阜県		岐阜県水産多面的機能発揮対策地域協議会										2												2

				静岡県		静岡県水産多面的機能発揮対策協議会		2						2				1										4

				愛知県		愛知県漁場環境・生態系保全対策協議会		2		7						6												13

						愛知県内水面水産多面的機能発揮対策協議会

				三重県		三重県水産多面的機能発揮対策協議会		19		5		1				4		3		2						1		27

				滋賀県		滋賀県水産多面的機能発揮協議会				16		10				9		1		1								27

				京都府		京都府内水面協議会										2												2

				大阪府		大阪府豊かな海づくり協議会														1								1

				兵庫県		兵庫県豊かな海創生支援協議会		1		30						11		7						3		2		46

						兵庫県内水面資源保全支援協議会

				和歌山県		和歌山県水産多面的機能発揮対策地域協議会				1				1				1								1		3

				鳥取県		水産多面的機能発揮対策鳥取県地域協議会		12																3		9		13

				島根県		島根県海面地域協議会		3		1		4				2		2						1				11

						島根県内水面等地域協議会

				岡山県		日生町地域協議会		1																				1

				広島県		広島県水産多面的機能発揮対策協議会				3						1		1		1								4

				山口県		山口県水面活性化地域協議会		17		6		1		1		1		1						7				32

				徳島県		徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会		4						1				2						1				8

				香川県		香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会		1		3								4										6

				愛媛県		愛媛県里海づくり活動地域協議会		3		1				1		1		10								1		14

				高知県		高知県環境生態系保全対策地域協議会		12		2		2		2		4		4		2				1		2		24

				福岡県		福岡県豊前海区環境・生態系保全対策地域協議会		10		6								2						3				16

						福岡県環境・生態系保全対策地域協議会

				佐賀県		佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会		8		8						1		15		7				2				21

				長崎県		長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会		60		20								14		12		3		37		53		86

				熊本県		熊本県水産多面的機能発揮対策協議会		9		21		1						2						1				30

				大分県		大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会		13		5								2										16

				宮崎県		宮崎県藻場干潟等保全地域協議会		6		1				2				5						1				10

				鹿児島県		鹿児島県水産多面的機能推進協議会		15		4		1		2		5		8		5		1						21

				沖縄県		沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策地域協議会		1						5				1		1								5

				43都道府県		50地域協議会		287		181		28		17		73		109		46		7		124		85		677
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生態系面積



								生態系面積
（万ha） セイタイケイ メンセキ マン				2030年
試算 ネン シサン

				海草・海藻
藻場 ウミクサ ウミモ モバ		アマモ場 バ		6.2				17.1				2.1

						ガラモ場 ジョウ		8.8

						コンブ場 バ		2.0				3.1				1.1

						アラメ場 バ		6.3				6.4				0.14

				マングローブ				0.3				0.3				0.0267

				干潟 ヒガタ				4.7				5.2				0.4938

						現在 ゲンザイ		2030年 ネン

				標準値 ヒョウジュンチ		132		157

				上限値 ジョウゲンチ		272		361

				合計 ゴウケイ		404		518

						現在 ゲンザイ		2030年 ネン

						5166		2780



標準値	

現在	2030年	132	157	上限値	現在	2030年	272	361	合計	

現在	2030年	404	518	







現在	2030年	5166	2780	







沿岸漁業就業者数

				1,000t				1,000t		1,000人 ニン				【保留】 ホリュウ		t		t		t		t		t		t		t		t		t		t		t		t		t						1,000t		年次				沿岸漁業 エンガン ギョギョウ								人 ニン		t												t

																																																				計 ケイ		自営漁業就業者数		漁業雇われ就業者数						刺網												その他の漁業

				全生活史を藻場・干潟に依存 モバ ヒガタ イゾン		一部生活史を依存 イチブ イゾン		沿岸漁業生産量（右軸） エンガンギョギョウセイサンリョウ ミギジク		沿岸漁業就業者数（雇われを除く） エンガンギョギョウ シュウギョウシャスウ ヤト ノゾ						あわび類		さざえ		あさり類		うに類		なまこ類		海藻類		にしん		かれい類		はたはた		たい類		いかなご類		くるまえび		がざみ類		全生活史依存 イゾン		一部生活史依存 イチブ イゾン		沿岸漁業生産量 エンガンギョギョウセイサンリョウ						人 ニン		人 ニン		人 ニン				沿岸漁業就業者数（雇われを除く） エンガンギョギョウ シュウギョウシャスウ ヤト ノゾ		さけ･ます流し網		かじき等流し網		いわし流し網		にしん刺網		いか流し網		その他の刺網		潜水器漁業		採貝		採藻		突棒		その他の漁業

		1956		353.1		317.1										3611		4080		86655		14077		6652		238061		35557		140089		16608		40631		77565		2385		4267		353136		317102																		41318		… 		70515		21428		… 		101374		… 		200374		236276		2970		85114

		1957		412.9		345.0										3937		3720		86932		9225		7680		301455		47265		148746		13237		42838		87228		2152		3510		412949		344976																		54818		… 		62753		41396		… 		124260		… 		96304		298901		4189		96154

		1958		391.9		377.1										4643		5262		85145		12288		8119		276463		38348		172310		13279		48891		98047		2912		3308		391920		377095																		74277		… 		47599		33621		… 		124493		… 		167674		274003		4928		111707

		1959		378.3		420.2										4910		5803		84261		13973		7628		261737		16925		255062		21894		51797		68828		2756		2928		378312		420190																		84604		… 		25556		11892		… 		146590		… 		166775		259906		4594		114082

		1960		421.2		664.1										4390		5052		102491		15871		7658		285712		15367		503021		14754		44888		79002		2986		4118		421174		664136																		68105		… 		13207		6612		… 		154246		… 		187815		283879		3881		133431

		1961		417.6		857.9										3836		4738		108032		15865		7674		277437		97496		583323		21049		40464		108356		3767		3482		417582		857937																		75511		… 		5133		9373		… 		162190		… 		185940		274848		4111		164337

		1962		494.3		670.9										4896		4574		114777		16477		7070		346510		30828		494574		23560		45693		70121		2846		3300		494304		670922																		42314		… 		1917		14375		… 		181985		… 		184506		344737		3973		130007

		1963		453.8		422.5										4925		4606		137470		19302		6898		280637		46221		223163		25961		38327		83672		2920		2213		453838		422477																		61800		… 		354		12481		… 		169984		… 		250702		277539		3653		123118

		1964		400.0		440.3										4609		7184		110331		20655		8473		248724		56643		253755		22196		48119		55176		3032		1353		399976		440274																		45344		… 		868		11566		… 		239496		… 		203284		244218		4059		124911

		1965		414.3		447.7										4340		6872		121249		20722		8458		252637		50169		209162		32312		40105		111706		2915		1306		414278		447675																		59734		… 		580		12921		… 		197150		… 		192435		248120		5432		128115

		1966		473.1		465.5										5580		6930		157511		23219		9718		270152		48617		265887		36118		39149		71152		2268		2350		473110		465541																		50475		… 		259		17489		… 		235366		… 		217974		265670		3657		140915

		1967		488.7		534.5										5958		7192		121618		23362		12542		318017		63672		291471		32615		40539		102482		2031		1724		488689		534534																		58043		… 		513		21520		… 		283451		… 		182400		313351		2899		159406

		1968		456.1		548.9										6141		8089		120401		26977		13023		281513		67920		252264		37848		37782		150473		1573		1046		456144		548906																		51596		… 		… 		… 		… 		313818		… 		174104		277955		… 		163930

		1969		421.3		552.8				386						6463		8459		116572		27528		12297		249991		85240		289533		31071		38137		106541		1290		1025		421310		552837				昭.44(1969)				471260		385690		85570				385,690		55381		… 		… 		… 		… 		302872		… 		190680		246553		… 		156303

		1970		407.5		684.2				372						6466		8630		141997		27177		11470		211760		97374		288200		30950		38329		227077		1263		997		407500		684190				昭.45(1970)				448840		371690		77150				371,690		45615		… 		… 		… 		… 		338771		… 		231777		208905		… 		153362

		1971		423.7		776.8				356						5659		8276		126414		25434		12044		245899		100483		340078		31872		29383		271936		1983		1100		423726		776835				昭.46(1971)				425690		355700		69990				355,700		47009		… 		… 		… 		… 		358054		… 		184161		243480		… 		157183

		1972		397.0		671.4				345						5815		9116		115613		22686		11244		232507		62198		348547		29209		32782		194930		2232		1466		396981		671364				昭.47(1972)				409930		344660		65270				344,660		54656		… 		… 		… 		… 		307948		… 		159051		230065		… 		136524

		1973		388.3		722.9				329						5839		10200		114459		26004		10573		221185		82658		379593		30508		30317		193994		2780		3086		388260		722936				昭.48(1973)				388307		328652		59655				328,652		57703		… 		… 		… 		… 		325545		… 		171009		218177		… 		149030

		1974		385.1		794.6				340						4971		10005		137719		23573		10817		198041		76273		348714		34021		29558		299855		2653		3491		385126		794565				昭.49(1974)				403570		340410		63160				340,410		51884		… 		… 		… 		… 		338245		… 		203479		195689		… 		156199

		1975		400.7		752.2				328						5416		10344		122052		22482		9380		231019		66617		341163		33508		28970		274850		2895		4229		400693		752232				昭.50(1975)				389540		328140		61400				328,140		55702		… 		… 		… 		… 		309506		… 		174074		228486		… 		144901

		1976		410.5		693.3				320						5655		9998		135573		23069		10579		225576		66083		344976		22845		29325		224390		2579		3104		410450		693302				昭.51(1976)				379710		320040		59670				320,040		48973		… 		… 		… 		… 		295270		… 		222356		223210		… 		158246

		1977		413.3		488.6				316						5203		9830		155506		26898		9793		206030		19873		281579		14759		29664		137340		2440		2959		413260		488614				昭.52(1977)				375140		316280		58860				316,280		38354		… 		… 		… 		… 		335612		… 		216495		203125		… 		167661

		1978		368.8		460.6				304						5377		10239		154251		25930		10143		162893		6706		306625		12551		29433		99078		2673		3500		368833		460566				昭.53(1978)				361767		304444		57323				304,444		25287		… 		… 		… 		… 		344758		… 		215162		159589		… 		275277

		1979		370.6		444.8		1,953.2		325						4853		10761		132641		26500		9381		186495		6819		282078		10179		28825		110484		2468		3905		370631		444758		1953.2		昭.54(1979)				385040		325080		59960				325,080		26077		… 		… 		… 		… 		349748		… 		180061		183272		… 		348834

		1980		358.3		539.7		2,036.7		322						4878		10243		127386		24158		8970		182685		11154		281768		12333		28151		201226		2307		2807		358320		539746		2036.7		昭.55(1980)				378670		321610		57060				321,610		26069		… 		… 		… 		… 		382306		… 		176157		179890		… 		312331

		1981		349.6		505.5		2,038.3		320						4706		9134		137114		23984		8098		166515		8901		290250		10379		26567		162448		2864		4140		349551		505549		2038.3		昭.56(1981)				373130		319930		53200				319,930		25978		… 		… 		… 		… 		429553		… 		183752		164002		… 		268045

		1982		391.0		466.7		2,072.3		314						4607		8881		139380		25975		8437		203721		24197		268469		12167		27435		126658		3068		4714		391001		466708		2072.3		昭.57(1982)				366200		314380		51820				314,380		26421		… 		… 		… 		… 		499584		… 		186457		201140		… 		234129

		1983		395.6		427.4		2,136.6		290						4578		7120		160424		25254		8295		189968		8357		250763		11644		27314		120163		3578		5602		395639		427421		2136.6		昭.58(1983)				343417		290445		52972				290,445		26086		… 		… 		… 		139160		307207		… 		198472		187800		… 		269273

		1984		352.2		471.1		2,265.5		287						3898		4838		128279		23962		7624		183575		6760		257263		8011		26731		164367		3356		4638		352176		471126		2265.5		昭.59(1984)				340440		286660		53780				286,660		20234		… 		… 		… 		104147		376080		… 		162538		181056		… 		226152

		1985		357.4		380.3		2,268.0		284						4580		5253		133232		22745		7862		183703		9193		206107		7819		25645		122543		3741		5227		357375		380275		2268.0		昭.60(1985)				336630		283520		53110				283,520		21224		… 		… 		… 		140963		390383		… 		150995		181376		… 		297220

		1986		343.3		415.2		2,212.6		279						4511		7313		120682		23072		7248		180464		72741		156870		11741		23862		141347		3357		5327		343290		415245		2212.6		昭.61(1986)				330540		279230		51310				279,230		13302		… 		… 		… 		121773		368530		… 		139522		177911		… 		242488

		1987		311.9		273.0		2,150.7		275						4189		9697		99517		22760		7133		168604		19150		93068		7808		23780		122275		2904		3990		311900		272975		2150.7		昭.62(1987)				325830		275200		50620				275,200		12595		… 		… 		… 		165058		382769		… 		118354		165590		… 		228457

		1988		311.4		204.6		2,115.0		262						3913		10816		88151		21812		6917		179764		5855		78250		7773		23178		82902		3242		3412		311373		204612		2115.0		昭.63(1988)				313912		261964		51948				261,964		11958		… 		… 		… 		130283		341010		… 		118546		176362		… 		218031

		1989		328.4		195.7		2,123.1		261						3571		9755		80732		20414		6504		207381		5890		75650		6992		24544		77163		2802		2658		328357		195699		2123.1		平.元(1989)				307720		260560		47160				260,560		15385		… 		… 		… 		141263		364099		… 		99722		204549		… 		197746

		1990		317.1		185.8		1,992.4		255						3353		9196		71199		19398		6246		207660		1550		71620		5323		24503		75545		3157		4105		317052		185803		1992.4		平.2(1990)				300280		255110		45170				255,110		11489		26609		… 		… 		145342		340072		… 		102231		204487		… 		177185

		1991		251.2		214.2		1,894.0		248						3066		8276		65353		14136		6591		153820		13837		72341		7608		23608		90107		2875		3831		251242		214207		1894.0		平.3(1991)				290800		247750		43050				247,750		16224		19734		… 		… 		86566		293250		… 		98017		151488		… 		151323

		1992		299.1		245.2		1,967.7		241						2496		8484		59038		13889		6072		209141		2854		81770		5552		24935		124273		2498		3270		299120		245152		1967.7		平.4(1992)				283260		241070		42190				241,070		23118		17260		… 		… 		75377		260037		… 		83284		205916		… 		150265

		1993		256.5		226.3		1,861.1		231						2353		9617		57356		13713		5996		167444		1482		81613		5796		25593		106568		2263		2958		256479		226273		1861.1		平.5(1993)				275198		230812		44386				230,812		25902		3411		… 		… 		- 		231486		… 		87879		164905		… 		145867

		1994		218.2		220.6		1,806.9		222						2164		10393		46597		15525		6106		137436		2146		71539		5877		25436		109344		2685		3564		218221		220591		1806.9		平.6(1994)				263040		222290		40750				222,290		23628		4147		… 		… 		- 		210581		… 		73836		134458		… 		141936

		1995		232.5		226.4		1,830.7		216						1980		9943		49466		13735		6602		150741		3873		75528		5506		26504		108124		2668		4159		232467		226362		1830.7		平.7(1995)				254240		216180		38060				216,180		33173		3412		… 		… 		… 		216382		11487		75785		148508		… 		113135

		1996		229.8		241.6		1,900.9		209						1941		10119		43703		12996		7226		153826		2021		82983		6719		27866		115766		2262		4022		229811		241639		1900.9		平.8(1996)				244110		208700		35400				208,700		26256		2865		… 		… 		… 		205166		17853		65810		151625		… 		104535

		1997		225.1		227.1		1,778.7		204						2218		12132		39660		14297		7160		149616		1926		78164		6209		26867		108666		2144		3112		225083		227088		1778.7		平.9(1997)				237170		203900		33270				203,900		29758		3598		… 		… 		… 		203097		18755		59521		147689		… 		105335

		1998		189.0		207.3		1,581.7		197						2269		12556		36807		13653		6952		116794		2531		75069		6795		26659		90688		2069		3528		189031		207339		1581.7		平.10(1998)				237507		196914		40593				196,914		21749		4145		… 		… 		… 		210607		16799		62748		114237		… 		104227

		1999		197.2		194.1		1,604.7		194						2109		11000		43088		13530		6662		120794		2579		71291		6615		26407		82918		1523		2752		197183		194085		1604.7		平.11(1999)				229390		194390		35000				194,390		21788		5229		… 		… 		… 		238724		16798		60881		118865		… 		96171

		2000		185.8		158.5		1,576.1		189						2146		9839		35558		12455		6957		118886		2260		71067		6652		24106		49819		1447		3131		185841		158482		1576.1		平.12(2000)				220590		188840		31750				188,840		18001		4611		… 		… 		… 		200811		13654		53532		116911		… 		91763

		2001		183.7		192.2		1,545.2		183						1982		10241		31022		11208		7229		122001		2385		63853		8753		24177		88164		1271		3596		183683		192199		1545.2		平.13(2001)				214480		182950		31530				182,950		14636		4871		… 		… 		… 		202897		15910		46726		120139		… 		82890

		2002		194.3		173.1		1,489.5		176						2223		9504		34819		12733		7267		127778		1366		63812		9249		26511		67564		1123		3485		194324		173110		1489.5		14		2002		207 980 		175 680 		32 300 				175,680		14290		5564		… 		… 		… 		173985		13696		51026		126114		… 		89191		207 980 

		2003		181.0		169.5		1,576.6		166						2182		8656		37688		12574		8517		111398		3350		61497		15395		25488		60076		1033		2627		181015		169466		1576604		15		2003		209 462		165 990		12 237		31 235		165,990		9362		6392		… 		… 		… 		183838		13127		54997		109894		… 		87298		209 462 

		2004		183.1		170.4		1,513.7		168						1996		8822		36589		12716		9270		113739		4716		55568		12804		26161		66770		1044		3354		183132		170417		1513685		16		2004		201 880		168 160		33 720				168,160		9713		6628		… 		… 		… 		180751		11416		55018		112198		… 		81808		201 880 

		2005		170.6		174.2		1,464.6		161						1768		8384		34261		11990		9373		104788		8933		54213		14358		24970		67591		956		3201		170564		174222		1464630		17		2005		192130   		161310   		30820   				161,310		9949		5473		… 		… 		… 		180243		11672		53506		102817		… 		84816		192 130 

		2006		179.7		203.1		1,451.2		155						1976		7911		34984		10820		10344		113664		3343		55545		13217		26182		100925		874		3015		179699		203101		1451231		18		2006		185130   		155400   		29730   				155,400		11174		4939		… 		… 		… 		190510		11236		50006		111720		… 		87210		185 130 

		2007		161.6		146.6		1,287.3		150						2063		8456		35822		11679				103601		6278		55910		7823		25772		46921		863		2986		161621		146553		1287313		19		2007		178230   		150210   		28020   				150,210		11171		5677		… 		… 		… 		183278		… 		151119		… 		… 		97548		178 230 

		2008		164.3		166.2		1,318.6		135						1687		7880		39217		10867				104668		3461		55846		14959		26254		62116		726		2802		164319		166164		1318601		20		2008				134770 						134,770		10981		7138		… 		… 		… 		165084		… 		150560		… 		… 		91899		134 770 

		2009		156.2		125.8		1,293.4		130						1855		7556		31655		11061				104103		3374		51097		9752		25900		32753		584		2319		156230		125779		1293449		21		2009				130390   						130,390		8436		5305		… 		… 		… 		192509		… 		143956		… 		… 		91373		130 390 

		2010		143.2		160.0		1,285.7		125						1461		7082		27185		10218				97231		3208		49032		8822		24963		70757		551		2665		143177		159998		1285688		22		2010				124,680 						124,680		10397		5006		… 		… 		… 		181020		… 		133754		… 		… 		85600		124 680 

		2011		131.9		136.1		1,129.0		109						1259		6227		28793		7881				87779		3705		48818		7604		27938		44748		558		2680		131939		136051		1129046		23		2011				109,000 						109,000		7268		2298		… 		… 		… 		165041		… 		126258		… 		… 		76253		109 000 

		2012		140.8		125.8		1,090.3		106						1266		5490		27300		8251				98513		4479		46824		8828		25803		36589		492		2750		140820		125765		1090345		24		2012				105,820 						105,820		7944		3664		… 		… 		… 		147960		… 		134152		… 		… 		73235		105 820 

		2013		122.8		122.2		1,150.6		104						1395		5650		23049		8210				84498		4510		45857		7030		23403		38212		440		2783		122802		122235		1150574		25		2013				103,974						103,974		6960		3819		… 		… 		… 		161625		… 		116250		… 		… 		73687		103 974 

		2014		126.7		117.4		1,098.4		101						1363		6234		19449		8053				91600		4608		44346		6553		25349		33813		377		2325		126699		117371		1098373		26		2014				100,880 						100,880		7948		4064		… 		… 		… 		153332		… 		125027		… 		… 		x		100 880 

		2015		123.9		111.1		1,081.1		97						1302		6098		13810		8562				94084		4732		41078		8722		24872		29219		334		2120		123856		111077		1081084		27		2015				96,720 						96,720		x		4083		… 		… 		… 		143420		… 		125298		… 		… 		69150		96 720 

		2016		105.0		105.8		993.7		92						1136		6253		8967		7944				80721		7686		43236		7256		24526		20586		354		2160		105021		105804		993747		28		2016				92,370 						92,370																								92 370 

		2017		91.7		102.6		893.0		89						964		6083		7072		7612				69969		9316		47301		6458		24764		12180		322		2232		91700		102573		893002		29		2017				88,670 						88,670																								88 670 

		2018		100.6		101.0		968.6		83						909		5411		7736		7629				78899		12386		41250		4716		25323		14786		355		2211		100584		101027		968612		30		2018				82,624						82,624																								82 624 

		2019		95.6		100.7		929.7		118						829		5413		7976		7906		6611		66841		14862		41361		5364		25098		11447		327		2217		95576		100676		929733		1		2019				118,050						118,050																								118 050 

		2020		85.7		91.0		871.0		111						669		4609		4305		6650		6096		63392		14110		39893		4853		23413		6373		245		2092		85721		90979		870986		2		2020				110,550						110,550																								110 550 











































全生活史を藻場・干潟に依存	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	317.05200000000002	251.24199999999999	299.12	256.47899999999998	218.221	232.46700000000001	229.81100000000001	225.083	189.03100000000001	197.18299999999999	185.84100000000001	183.68299999999999	194.32400000000001	181.01499999999999	183.13200000000001	170.56399999999999	179.69900000000001	161.62100000000001	164.31899999999999	156.22999999999999	143.17699999999999	131.93899999999999	140.82	122.80200000000001	126.699	123.85599999999999	105.021	91.7	100.584	95.575999999999993	85.721000000000004	一部生活史を依存	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	185.803	214.20699999999999	245.15199999999999	226.273	220.59100000000001	226.36199999999999	241.63900000000001	227.08799999999999	207.339	194.08500000000001	158.482	192.19900000000001	173.11	169.46600000000001	170.417	174.22200000000001	203.101	146.553	166.16399999999999	125.779	159.99799999999999	136.05099999999999	125.765	122.235	117.371	111.077	105.804	102.57299999999999	101.027	100.676	90.978999999999999	沿岸漁業生産量（右軸）	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	1992.4	1894	1967.7	1861.1	1806.9	1830.7	1900.9	1778.7	1581.7	1604.7	1576.1	1545.2	1489.5	1576.604	1513.6849999999999	1464.63	1451.231	1287.3130000000001	1318.6010000000001	1293.4490000000001	1285.6880000000001	1129.046	1090.345	1150.5740000000001	1098.373	1081.0840000000001	993.74699999999996	893.00199999999995	968.61199999999997	929.73299999999995	870.98599999999999	







沿岸漁業就業者数（雇われを除く）	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	255.11	247.75	241.07	230.81200000000001	222.29	216.18	208.7	203.9	196.91399999999999	194.39	188.84	182.95	175.68	165.99	168.16	161.31	155.4	150.21	134.77000000000001	130.38999999999999	124.68	109	105.82	103.974	100.88	96.72	92.37	88.67	82.623999999999995	全生活史を藻場・干潟に依存	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	317.05200000000002	251.24199999999999	299.12	256.47899999999998	218.221	232.46700000000001	229.81100000000001	225.083	189.03100000000001	197.18299999999999	185.84100000000001	183.68299999999999	194.32400000000001	181.01499999999999	183.13200000000001	170.56399999999999	179.69900000000001	161.62100000000001	164.31899999999999	156.22999999999999	143.17699999999999	131.93899999999999	140.82	122.80200000000001	126.699	123.85599999999999	105.021	91.7	100.584	一部生活史を依存	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	185.803	214.20699999999999	245.15199999999999	226.273	220.59100000000001	226.36199999999999	241.63900000000001	227.08799999999999	207.339	194.08500000000001	158.482	192.19900000000001	173.11	169.46600000000001	170.417	174.22200000000001	203.101	146.553	166.16399999999999	125.779	159.99799999999999	136.05099999999999	125.765	122.235	117.371	111.077	105.804	102.57299999999999	101.027	沿岸漁業生産量（右軸）	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	1992.4	1894	1967.7	1861.1	1806.9	1830.7	1900.9	1778.7	1581.7	1604.7	1576.1	1545.2	1489.5	1576.604	1513.6849999999999	1464.63	1451.231	1287.3130000000001	1318.6010000000001	1293.4490000000001	1285.6880000000001	1129.046	1090.345	1150.5740000000001	1098.373	1081.0840000000001	993.74699999999996	893.00199999999995	968.61199999999997	







藻場保全活動の状況

		活動することが難しくなっている カツドウ ムズカ		14

		近い将来心配 チカ ショウライシンパイ		52

		今のところ問題はない イマ モンダイ		30

		将来展望は明るい ショウライテンボウ アカ		3

		その他 タ		2
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活動することが難しくなっている	近い将来心配	今のところ問題はない	将来展望は明るい	その他	14	52	30	3	2	






活動組織数



				都道府県		地域協議会		活動の実施状況																				合計（活動組織数）				　環境・
生態系
保全		藻場の保全		287

								環境・生態系保全																海の										干潟等の保全		181

																								安全確保										ヨシ帯の保全		28

								藻場の保全		干潟等の保全		ヨシ帯の保全		サンゴ礁の保全		河川・湖沼の保全		海浜清掃		種苗放流		廃棄物の利活用		監視活動		海難救助訓練								サンゴ礁の保全		17

				北海道		北海道水産多面的機能発揮対策協議会		37		16								2		1				49		4		104						河川・湖沼の保全		73

				青森県		青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会		8		3								3		1				3		2		17						海浜清掃		109

				岩手県		岩手県環境・生態系保全対策地域協議会		5		1						3												9						種苗放流		46

				宮城県		登米市平筒沼生態系保全対策地域協議会		6		1						1						1						7						廃棄物の利活用		7

						宮城県水域保全地域協議会																										海の
安全確保　 ウミ アンゼンカクホ		監視活動		124

				秋田県		秋田県沿岸環境・生態系保全対策地域協議会		1		1						1		4		4				3				10						海難救助訓練		85

				山形県		山形県水産多面的機能発揮対策協議会		2								1								1				4				全体（活動組織数） ゼンタイ カツドウソシキスウ				677

				福島県		福島県環境・生態系保全地域協議会		1		1																		2

				茨城県		茨城県沿海水産多面的機能地域協議会		3				5				2		1		2				3				11

						霞ヶ浦北浦水産多面的機能発揮対策地域協議会

						茨城県内水面多面的機能地域協議会

				群馬県		群馬県水産多面的機能発揮対策地域協議会										1												1

				埼玉県		埼玉県水産多面的機能発揮対策地域協議会																						0

				千葉県		千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会		4		18						2								4		3		26

				神奈川県		神奈川県地域協議会		8										2				1						8

				新潟県		新潟県水産多面的機能発揮対策地域協議会		1				1				1		1								6		8

				富山県		富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会		5								2		4		4						1		7

				石川県		石川県水産多面的機能発揮対策地域協議会		1								3				2								4

				福井県		福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会		6				1				5		6				1		1				13

				長野県		長野県水産多面的機能発揮対策地域協議会						1				2												3

				岐阜県		岐阜県水産多面的機能発揮対策地域協議会										2												2

				静岡県		静岡県水産多面的機能発揮対策協議会		2						2				1										4

				愛知県		愛知県漁場環境・生態系保全対策協議会		2		7						6												13

						愛知県内水面水産多面的機能発揮対策協議会

				三重県		三重県水産多面的機能発揮対策協議会		19		5		1				4		3		2						1		27

				滋賀県		滋賀県水産多面的機能発揮協議会				16		10				9		1		1								27

				京都府		京都府内水面協議会										2												2

				大阪府		大阪府豊かな海づくり協議会														1								1

				兵庫県		兵庫県豊かな海創生支援協議会		1		30						11		7						3		2		46

						兵庫県内水面資源保全支援協議会

				和歌山県		和歌山県水産多面的機能発揮対策地域協議会				1				1				1								1		3

				鳥取県		水産多面的機能発揮対策鳥取県地域協議会		12																3		9		13

				島根県		島根県海面地域協議会		3		1		4				2		2						1				11

						島根県内水面等地域協議会

				岡山県		日生町地域協議会		1																				1

				広島県		広島県水産多面的機能発揮対策協議会				3						1		1		1								4

				山口県		山口県水面活性化地域協議会		17		6		1		1		1		1						7				32

				徳島県		徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会		4						1				2						1				8

				香川県		香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会		1		3								4										6

				愛媛県		愛媛県里海づくり活動地域協議会		3		1				1		1		10								1		14

				高知県		高知県環境生態系保全対策地域協議会		12		2		2		2		4		4		2				1		2		24

				福岡県		福岡県豊前海区環境・生態系保全対策地域協議会		10		6								2						3				16

						福岡県環境・生態系保全対策地域協議会

				佐賀県		佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会		8		8						1		15		7				2				21

				長崎県		長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会		60		20								14		12		3		37		53		86

				熊本県		熊本県水産多面的機能発揮対策協議会		9		21		1						2						1				30

				大分県		大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会		13		5								2										16

				宮崎県		宮崎県藻場干潟等保全地域協議会		6		1				2				5						1				10

				鹿児島県		鹿児島県水産多面的機能推進協議会		15		4		1		2		5		8		5		1						21

				沖縄県		沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策地域協議会		1						5				1		1								5

				43都道府県		50地域協議会		287		181		28		17		73		109		46		7		124		85		677



https://hitoumi.jp/torikumi/hokkaido/https://hitoumi.jp/torikumi/chiba/https://hitoumi.jp/torikumi/kanagawa/https://hitoumi.jp/torikumi/niigata/https://hitoumi.jp/torikumi/toyama/https://hitoumi.jp/torikumi/ishikawa/https://hitoumi.jp/torikumi/fukui/https://hitoumi.jp/torikumi/nagano/https://hitoumi.jp/torikumi/gifu/https://hitoumi.jp/torikumi/shizuoka/https://hitoumi.jp/torikumi/aichi/https://hitoumi.jp/torikumi/aomori/https://hitoumi.jp/torikumi/mie/https://hitoumi.jp/torikumi/shiga/https://hitoumi.jp/torikumi/kyoto/https://hitoumi.jp/torikumi/osaka/https://hitoumi.jp/torikumi/hyogo/https://hitoumi.jp/torikumi/wakayama/https://hitoumi.jp/torikumi/tottori/https://hitoumi.jp/torikumi/shimane/https://hitoumi.jp/torikumi/okayama/https://hitoumi.jp/torikumi/hiroshima/https://hitoumi.jp/torikumi/iwate/https://hitoumi.jp/torikumi/yamaguchi/https://hitoumi.jp/torikumi/tokushima/https://hitoumi.jp/torikumi/kagawa/https://hitoumi.jp/torikumi/ehime/https://hitoumi.jp/torikumi/kochi/https://hitoumi.jp/torikumi/fukuoka/https://hitoumi.jp/torikumi/saga/https://hitoumi.jp/torikumi/nagasaki/https://hitoumi.jp/torikumi/kumamoto/https://hitoumi.jp/torikumi/oita/https://hitoumi.jp/torikumi/miyagi/https://hitoumi.jp/torikumi/miyazaki/https://hitoumi.jp/torikumi/kagoshima/https://hitoumi.jp/torikumi/okinawa/https://hitoumi.jp/torikumi/akita/https://hitoumi.jp/torikumi/yamagata/https://hitoumi.jp/torikumi/fukushima/https://hitoumi.jp/torikumi/ibaraki/https://hitoumi.jp/torikumi/gunma/

生態系面積



								生態系面積
（万ha） セイタイケイ メンセキ マン				2030年
試算 ネン シサン

				海草・海藻
藻場 ウミクサ ウミモ モバ		アマモ場 バ		6.2				17.1				2.1

						ガラモ場 ジョウ		8.8

						コンブ場 バ		2.0				3.1				1.1

						アラメ場 バ		6.3				6.4				0.14

				マングローブ				0.3				0.3				0.0267

				干潟 ヒガタ				4.7				5.2				0.4938

						現在 ゲンザイ		2030年 ネン

				標準値 ヒョウジュンチ		132		157

				上限値 ジョウゲンチ		272		361

				合計 ゴウケイ		404		518

						現在 ゲンザイ		2030年 ネン

						5166		2780



標準値	

現在	2030年	132	157	上限値	現在	2030年	272	361	合計	

現在	2030年	404	518	







現在	2030年	5166	2780	







沿岸漁業就業者数

				1,000t				1,000t		1,000人 ニン				【保留】 ホリュウ		t		t		t		t		t		t		t		t		t		t		t		t		t						1,000t		年次				沿岸漁業 エンガン ギョギョウ								人 ニン		t												t

																																																				計 ケイ		自営漁業就業者数		漁業雇われ就業者数						刺網												その他の漁業

				全生活史を藻場・干潟に依存 モバ ヒガタ イゾン		一部生活史を依存 イチブ イゾン		沿岸漁業生産量（右軸） エンガンギョギョウセイサンリョウ ミギジク		沿岸漁業就業者数（雇われを除く） エンガンギョギョウ シュウギョウシャスウ ヤト ノゾ						あわび類		さざえ		あさり類		うに類		なまこ類		海藻類		にしん		かれい類		はたはた		たい類		いかなご類		くるまえび		がざみ類		全生活史依存 イゾン		一部生活史依存 イチブ イゾン		沿岸漁業生産量 エンガンギョギョウセイサンリョウ						人 ニン		人 ニン		人 ニン				沿岸漁業就業者数（雇われを除く） エンガンギョギョウ シュウギョウシャスウ ヤト ノゾ		さけ･ます流し網		かじき等流し網		いわし流し網		にしん刺網		いか流し網		その他の刺網		潜水器漁業		採貝		採藻		突棒		その他の漁業

		1956		353.1		317.1										3611		4080		86655		14077		6652		238061		35557		140089		16608		40631		77565		2385		4267		353136		317102																		41318		… 		70515		21428		… 		101374		… 		200374		236276		2970		85114

		1957		412.9		345.0										3937		3720		86932		9225		7680		301455		47265		148746		13237		42838		87228		2152		3510		412949		344976																		54818		… 		62753		41396		… 		124260		… 		96304		298901		4189		96154

		1958		391.9		377.1										4643		5262		85145		12288		8119		276463		38348		172310		13279		48891		98047		2912		3308		391920		377095																		74277		… 		47599		33621		… 		124493		… 		167674		274003		4928		111707

		1959		378.3		420.2										4910		5803		84261		13973		7628		261737		16925		255062		21894		51797		68828		2756		2928		378312		420190																		84604		… 		25556		11892		… 		146590		… 		166775		259906		4594		114082

		1960		421.2		664.1										4390		5052		102491		15871		7658		285712		15367		503021		14754		44888		79002		2986		4118		421174		664136																		68105		… 		13207		6612		… 		154246		… 		187815		283879		3881		133431

		1961		417.6		857.9										3836		4738		108032		15865		7674		277437		97496		583323		21049		40464		108356		3767		3482		417582		857937																		75511		… 		5133		9373		… 		162190		… 		185940		274848		4111		164337

		1962		494.3		670.9										4896		4574		114777		16477		7070		346510		30828		494574		23560		45693		70121		2846		3300		494304		670922																		42314		… 		1917		14375		… 		181985		… 		184506		344737		3973		130007

		1963		453.8		422.5										4925		4606		137470		19302		6898		280637		46221		223163		25961		38327		83672		2920		2213		453838		422477																		61800		… 		354		12481		… 		169984		… 		250702		277539		3653		123118

		1964		400.0		440.3										4609		7184		110331		20655		8473		248724		56643		253755		22196		48119		55176		3032		1353		399976		440274																		45344		… 		868		11566		… 		239496		… 		203284		244218		4059		124911

		1965		414.3		447.7										4340		6872		121249		20722		8458		252637		50169		209162		32312		40105		111706		2915		1306		414278		447675																		59734		… 		580		12921		… 		197150		… 		192435		248120		5432		128115

		1966		473.1		465.5										5580		6930		157511		23219		9718		270152		48617		265887		36118		39149		71152		2268		2350		473110		465541																		50475		… 		259		17489		… 		235366		… 		217974		265670		3657		140915

		1967		488.7		534.5										5958		7192		121618		23362		12542		318017		63672		291471		32615		40539		102482		2031		1724		488689		534534																		58043		… 		513		21520		… 		283451		… 		182400		313351		2899		159406

		1968		456.1		548.9										6141		8089		120401		26977		13023		281513		67920		252264		37848		37782		150473		1573		1046		456144		548906																		51596		… 		… 		… 		… 		313818		… 		174104		277955		… 		163930

		1969		421.3		552.8				386						6463		8459		116572		27528		12297		249991		85240		289533		31071		38137		106541		1290		1025		421310		552837				昭.44(1969)				471260		385690		85570				385,690		55381		… 		… 		… 		… 		302872		… 		190680		246553		… 		156303

		1970		407.5		684.2				372						6466		8630		141997		27177		11470		211760		97374		288200		30950		38329		227077		1263		997		407500		684190				昭.45(1970)				448840		371690		77150				371,690		45615		… 		… 		… 		… 		338771		… 		231777		208905		… 		153362

		1971		423.7		776.8				356						5659		8276		126414		25434		12044		245899		100483		340078		31872		29383		271936		1983		1100		423726		776835				昭.46(1971)				425690		355700		69990				355,700		47009		… 		… 		… 		… 		358054		… 		184161		243480		… 		157183

		1972		397.0		671.4				345						5815		9116		115613		22686		11244		232507		62198		348547		29209		32782		194930		2232		1466		396981		671364				昭.47(1972)				409930		344660		65270				344,660		54656		… 		… 		… 		… 		307948		… 		159051		230065		… 		136524

		1973		388.3		722.9				329						5839		10200		114459		26004		10573		221185		82658		379593		30508		30317		193994		2780		3086		388260		722936				昭.48(1973)				388307		328652		59655				328,652		57703		… 		… 		… 		… 		325545		… 		171009		218177		… 		149030

		1974		385.1		794.6				340						4971		10005		137719		23573		10817		198041		76273		348714		34021		29558		299855		2653		3491		385126		794565				昭.49(1974)				403570		340410		63160				340,410		51884		… 		… 		… 		… 		338245		… 		203479		195689		… 		156199

		1975		400.7		752.2				328						5416		10344		122052		22482		9380		231019		66617		341163		33508		28970		274850		2895		4229		400693		752232				昭.50(1975)				389540		328140		61400				328,140		55702		… 		… 		… 		… 		309506		… 		174074		228486		… 		144901

		1976		410.5		693.3				320						5655		9998		135573		23069		10579		225576		66083		344976		22845		29325		224390		2579		3104		410450		693302				昭.51(1976)				379710		320040		59670				320,040		48973		… 		… 		… 		… 		295270		… 		222356		223210		… 		158246

		1977		413.3		488.6				316						5203		9830		155506		26898		9793		206030		19873		281579		14759		29664		137340		2440		2959		413260		488614				昭.52(1977)				375140		316280		58860				316,280		38354		… 		… 		… 		… 		335612		… 		216495		203125		… 		167661

		1978		368.8		460.6				304						5377		10239		154251		25930		10143		162893		6706		306625		12551		29433		99078		2673		3500		368833		460566				昭.53(1978)				361767		304444		57323				304,444		25287		… 		… 		… 		… 		344758		… 		215162		159589		… 		275277

		1979		370.6		444.8		1,953.2		325						4853		10761		132641		26500		9381		186495		6819		282078		10179		28825		110484		2468		3905		370631		444758		1953.2		昭.54(1979)				385040		325080		59960				325,080		26077		… 		… 		… 		… 		349748		… 		180061		183272		… 		348834

		1980		358.3		539.7		2,036.7		322						4878		10243		127386		24158		8970		182685		11154		281768		12333		28151		201226		2307		2807		358320		539746		2036.7		昭.55(1980)				378670		321610		57060				321,610		26069		… 		… 		… 		… 		382306		… 		176157		179890		… 		312331

		1981		349.6		505.5		2,038.3		320						4706		9134		137114		23984		8098		166515		8901		290250		10379		26567		162448		2864		4140		349551		505549		2038.3		昭.56(1981)				373130		319930		53200				319,930		25978		… 		… 		… 		… 		429553		… 		183752		164002		… 		268045

		1982		391.0		466.7		2,072.3		314						4607		8881		139380		25975		8437		203721		24197		268469		12167		27435		126658		3068		4714		391001		466708		2072.3		昭.57(1982)				366200		314380		51820				314,380		26421		… 		… 		… 		… 		499584		… 		186457		201140		… 		234129

		1983		395.6		427.4		2,136.6		290						4578		7120		160424		25254		8295		189968		8357		250763		11644		27314		120163		3578		5602		395639		427421		2136.6		昭.58(1983)				343417		290445		52972				290,445		26086		… 		… 		… 		139160		307207		… 		198472		187800		… 		269273

		1984		352.2		471.1		2,265.5		287						3898		4838		128279		23962		7624		183575		6760		257263		8011		26731		164367		3356		4638		352176		471126		2265.5		昭.59(1984)				340440		286660		53780				286,660		20234		… 		… 		… 		104147		376080		… 		162538		181056		… 		226152

		1985		357.4		380.3		2,268.0		284						4580		5253		133232		22745		7862		183703		9193		206107		7819		25645		122543		3741		5227		357375		380275		2268.0		昭.60(1985)				336630		283520		53110				283,520		21224		… 		… 		… 		140963		390383		… 		150995		181376		… 		297220

		1986		343.3		415.2		2,212.6		279						4511		7313		120682		23072		7248		180464		72741		156870		11741		23862		141347		3357		5327		343290		415245		2212.6		昭.61(1986)				330540		279230		51310				279,230		13302		… 		… 		… 		121773		368530		… 		139522		177911		… 		242488

		1987		311.9		273.0		2,150.7		275						4189		9697		99517		22760		7133		168604		19150		93068		7808		23780		122275		2904		3990		311900		272975		2150.7		昭.62(1987)				325830		275200		50620				275,200		12595		… 		… 		… 		165058		382769		… 		118354		165590		… 		228457

		1988		311.4		204.6		2,115.0		262						3913		10816		88151		21812		6917		179764		5855		78250		7773		23178		82902		3242		3412		311373		204612		2115.0		昭.63(1988)				313912		261964		51948				261,964		11958		… 		… 		… 		130283		341010		… 		118546		176362		… 		218031

		1989		328.4		195.7		2,123.1		261						3571		9755		80732		20414		6504		207381		5890		75650		6992		24544		77163		2802		2658		328357		195699		2123.1		平.元(1989)				307720		260560		47160				260,560		15385		… 		… 		… 		141263		364099		… 		99722		204549		… 		197746

		1990		317.1		185.8		1,992.4		255						3353		9196		71199		19398		6246		207660		1550		71620		5323		24503		75545		3157		4105		317052		185803		1992.4		平.2(1990)				300280		255110		45170				255,110		11489		26609		… 		… 		145342		340072		… 		102231		204487		… 		177185

		1991		251.2		214.2		1,894.0		248						3066		8276		65353		14136		6591		153820		13837		72341		7608		23608		90107		2875		3831		251242		214207		1894.0		平.3(1991)				290800		247750		43050				247,750		16224		19734		… 		… 		86566		293250		… 		98017		151488		… 		151323

		1992		299.1		245.2		1,967.7		241						2496		8484		59038		13889		6072		209141		2854		81770		5552		24935		124273		2498		3270		299120		245152		1967.7		平.4(1992)				283260		241070		42190				241,070		23118		17260		… 		… 		75377		260037		… 		83284		205916		… 		150265

		1993		256.5		226.3		1,861.1		231						2353		9617		57356		13713		5996		167444		1482		81613		5796		25593		106568		2263		2958		256479		226273		1861.1		平.5(1993)				275198		230812		44386				230,812		25902		3411		… 		… 		- 		231486		… 		87879		164905		… 		145867

		1994		218.2		220.6		1,806.9		222						2164		10393		46597		15525		6106		137436		2146		71539		5877		25436		109344		2685		3564		218221		220591		1806.9		平.6(1994)				263040		222290		40750				222,290		23628		4147		… 		… 		- 		210581		… 		73836		134458		… 		141936

		1995		232.5		226.4		1,830.7		216						1980		9943		49466		13735		6602		150741		3873		75528		5506		26504		108124		2668		4159		232467		226362		1830.7		平.7(1995)				254240		216180		38060				216,180		33173		3412		… 		… 		… 		216382		11487		75785		148508		… 		113135

		1996		229.8		241.6		1,900.9		209						1941		10119		43703		12996		7226		153826		2021		82983		6719		27866		115766		2262		4022		229811		241639		1900.9		平.8(1996)				244110		208700		35400				208,700		26256		2865		… 		… 		… 		205166		17853		65810		151625		… 		104535

		1997		225.1		227.1		1,778.7		204						2218		12132		39660		14297		7160		149616		1926		78164		6209		26867		108666		2144		3112		225083		227088		1778.7		平.9(1997)				237170		203900		33270				203,900		29758		3598		… 		… 		… 		203097		18755		59521		147689		… 		105335

		1998		189.0		207.3		1,581.7		197						2269		12556		36807		13653		6952		116794		2531		75069		6795		26659		90688		2069		3528		189031		207339		1581.7		平.10(1998)				237507		196914		40593				196,914		21749		4145		… 		… 		… 		210607		16799		62748		114237		… 		104227

		1999		197.2		194.1		1,604.7		194						2109		11000		43088		13530		6662		120794		2579		71291		6615		26407		82918		1523		2752		197183		194085		1604.7		平.11(1999)				229390		194390		35000				194,390		21788		5229		… 		… 		… 		238724		16798		60881		118865		… 		96171

		2000		185.8		158.5		1,576.1		189						2146		9839		35558		12455		6957		118886		2260		71067		6652		24106		49819		1447		3131		185841		158482		1576.1		平.12(2000)				220590		188840		31750				188,840		18001		4611		… 		… 		… 		200811		13654		53532		116911		… 		91763

		2001		183.7		192.2		1,545.2		183						1982		10241		31022		11208		7229		122001		2385		63853		8753		24177		88164		1271		3596		183683		192199		1545.2		平.13(2001)				214480		182950		31530				182,950		14636		4871		… 		… 		… 		202897		15910		46726		120139		… 		82890

		2002		194.3		173.1		1,489.5		176						2223		9504		34819		12733		7267		127778		1366		63812		9249		26511		67564		1123		3485		194324		173110		1489.5		14		2002		207 980 		175 680 		32 300 				175,680		14290		5564		… 		… 		… 		173985		13696		51026		126114		… 		89191		207 980 

		2003		181.0		169.5		1,576.6		166						2182		8656		37688		12574		8517		111398		3350		61497		15395		25488		60076		1033		2627		181015		169466		1576604		15		2003		209 462		165 990		12 237		31 235		165,990		9362		6392		… 		… 		… 		183838		13127		54997		109894		… 		87298		209 462 

		2004		183.1		170.4		1,513.7		168						1996		8822		36589		12716		9270		113739		4716		55568		12804		26161		66770		1044		3354		183132		170417		1513685		16		2004		201 880		168 160		33 720				168,160		9713		6628		… 		… 		… 		180751		11416		55018		112198		… 		81808		201 880 

		2005		170.6		174.2		1,464.6		161						1768		8384		34261		11990		9373		104788		8933		54213		14358		24970		67591		956		3201		170564		174222		1464630		17		2005		192130   		161310   		30820   				161,310		9949		5473		… 		… 		… 		180243		11672		53506		102817		… 		84816		192 130 

		2006		179.7		203.1		1,451.2		155						1976		7911		34984		10820		10344		113664		3343		55545		13217		26182		100925		874		3015		179699		203101		1451231		18		2006		185130   		155400   		29730   				155,400		11174		4939		… 		… 		… 		190510		11236		50006		111720		… 		87210		185 130 

		2007		161.6		146.6		1,287.3		150						2063		8456		35822		11679				103601		6278		55910		7823		25772		46921		863		2986		161621		146553		1287313		19		2007		178230   		150210   		28020   				150,210		11171		5677		… 		… 		… 		183278		… 		151119		… 		… 		97548		178 230 

		2008		164.3		166.2		1,318.6		135						1687		7880		39217		10867				104668		3461		55846		14959		26254		62116		726		2802		164319		166164		1318601		20		2008				134770 						134,770		10981		7138		… 		… 		… 		165084		… 		150560		… 		… 		91899		134 770 

		2009		156.2		125.8		1,293.4		130						1855		7556		31655		11061				104103		3374		51097		9752		25900		32753		584		2319		156230		125779		1293449		21		2009				130390   						130,390		8436		5305		… 		… 		… 		192509		… 		143956		… 		… 		91373		130 390 

		2010		143.2		160.0		1,285.7		125						1461		7082		27185		10218				97231		3208		49032		8822		24963		70757		551		2665		143177		159998		1285688		22		2010				124,680 						124,680		10397		5006		… 		… 		… 		181020		… 		133754		… 		… 		85600		124 680 

		2011		131.9		136.1		1,129.0		109						1259		6227		28793		7881				87779		3705		48818		7604		27938		44748		558		2680		131939		136051		1129046		23		2011				109,000 						109,000		7268		2298		… 		… 		… 		165041		… 		126258		… 		… 		76253		109 000 

		2012		140.8		125.8		1,090.3		106						1266		5490		27300		8251				98513		4479		46824		8828		25803		36589		492		2750		140820		125765		1090345		24		2012				105,820 						105,820		7944		3664		… 		… 		… 		147960		… 		134152		… 		… 		73235		105 820 

		2013		122.8		122.2		1,150.6		104						1395		5650		23049		8210				84498		4510		45857		7030		23403		38212		440		2783		122802		122235		1150574		25		2013				103,974						103,974		6960		3819		… 		… 		… 		161625		… 		116250		… 		… 		73687		103 974 

		2014		126.7		117.4		1,098.4		101						1363		6234		19449		8053				91600		4608		44346		6553		25349		33813		377		2325		126699		117371		1098373		26		2014				100,880 						100,880		7948		4064		… 		… 		… 		153332		… 		125027		… 		… 		x		100 880 

		2015		123.9		111.1		1,081.1		97						1302		6098		13810		8562				94084		4732		41078		8722		24872		29219		334		2120		123856		111077		1081084		27		2015				96,720 						96,720		x		4083		… 		… 		… 		143420		… 		125298		… 		… 		69150		96 720 

		2016		105.0		105.8		993.7		92						1136		6253		8967		7944				80721		7686		43236		7256		24526		20586		354		2160		105021		105804		993747		28		2016				92,370 						92,370																								92 370 

		2017		91.7		102.6		893.0		89						964		6083		7072		7612				69969		9316		47301		6458		24764		12180		322		2232		91700		102573		893002		29		2017				88,670 						88,670																								88 670 

		2018		100.6		101.0		968.6		83						909		5411		7736		7629				78899		12386		41250		4716		25323		14786		355		2211		100584		101027		968612		30		2018				82,624						82,624																								82 624 

		2019		95.6		100.7		929.7		118						829		5413		7976		7906		6611		66841		14862		41361		5364		25098		11447		327		2217		95576		100676		929733		1		2019				118,050						118,050																								118 050 

		2020		85.7		91.0		871.0		111						669		4609		4305		6650		6096		63392		14110		39893		4853		23413		6373		245		2092		85721		90979		870986		2		2020				110,550						110,550																								110 550 
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沿岸漁業就業者数（雇われを除く）	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	255.11	247.75	241.07	230.81200000000001	222.29	216.18	208.7	203.9	196.91399999999999	194.39	188.84	182.95	175.68	165.99	168.16	161.31	155.4	150.21	134.77000000000001	130.38999999999999	124.68	109	105.82	103.974	100.88	96.72	92.37	88.67	82.623999999999995	全生活史を藻場・干潟に依存	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	317.05200000000002	251.24199999999999	299.12	256.47899999999998	218.221	232.46700000000001	229.81100000000001	225.083	189.03100000000001	197.18299999999999	185.84100000000001	183.68299999999999	194.32400000000001	181.01499999999999	183.13200000000001	170.56399999999999	179.69900000000001	161.62100000000001	164.31899999999999	156.22999999999999	143.17699999999999	131.93899999999999	140.82	122.80200000000001	126.699	123.85599999999999	105.021	91.7	100.584	一部生活史を依存	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	185.803	214.20699999999999	245.15199999999999	226.273	220.59100000000001	226.36199999999999	241.63900000000001	227.08799999999999	207.339	194.08500000000001	158.482	192.19900000000001	173.11	169.46600000000001	170.417	174.22200000000001	203.101	146.553	166.16399999999999	125.779	159.99799999999999	136.05099999999999	125.765	122.235	117.371	111.077	105.804	102.57299999999999	101.027	沿岸漁業生産量（右軸）	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	1992.4	1894	1967.7	1861.1	1806.9	1830.7	1900.9	1778.7	1581.7	1604.7	1576.1	1545.2	1489.5	1576.604	1513.6849999999999	1464.63	1451.231	1287.3130000000001	1318.6010000000001	1293.4490000000001	1285.6880000000001	1129.046	1090.345	1150.5740000000001	1098.373	1081.0840000000001	993.74699999999996	893.00199999999995	968.61199999999997	
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活動することが難しくなっている	近い将来心配	今のところ問題はない	将来展望は明るい	その他	14	52	30	3	2	







ブルーカーボンの課題と社会実装に向けた取組み
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藻場のカーボン吸収量に関する測定方法やルール作りが進んでいる
ブルーカーボンの社会実装に向けた課題と取組み

産
メインプレーヤー

学官

吸収量および
固定量の測定

養殖の効果

測定の精緻化

海藻養殖での実証研究 ウニ捕獲効果

自治体・漁協との連携

▎社会実装に向けた動き

ブルーカーボンにかかる
技術課題解決

藻場衰退の原因究明

藻場造成・測定技術

高水温の影響分析

建設業における技術開発 IT企業の参入

衛星データの活用

ルールメイキング
政策での落とし込み

インベントリ化

カーボンクレジット JBEが発行するJブルークレジット

みどりの食料システム戦略 グリーン成長戦略

IPCCでの国際交渉 国内制度整備

海外動向

（出所）当社分析より作成
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ブルーカーボンの政策的位置づけ

環境政策・産業政策・水産業政策上、重要なGHG吸収源と位置づけられている

革新的環境イノベーション戦略 みどりの食料システム戦略2050年カーボンニュートラルに
伴うグリーン成長戦略

位置
づけ ブルーカーボン（海洋生態系による炭素貯留）の追求

① CO2吸収効率の良い海藻の探求・増殖
② 新しい（食用以外の）海藻活用先の開発
③ 吸収量算定手法の開発
④ 藻場造成技術の開発

2050年までに、海洋（藻場・干潟）に大気中のCO2の炭素を有
機物として隔離・貯留する藻場・干潟等による炭素貯留技術（ブ
ルーカーボン）を確立し産業持続可能なコストでの実用化を目指す

カーボンニュートラルに向けた有効な手段と
して認識

「ブルーカーボンについては、2023 年度までに海藻藻場
によるCO2の吸収・貯留量の計測方法を確立し、国
連気候変動枠組条約等への反映を目指すとともに、
産・官・学による藻場・干潟の造成・再生・保全の一
層の取組を推進する。このことは、沿岸域での生物多
様性の回復にも寄与する。また、新たなCO2 吸収源と
して、水素酸化細菌の大量培養技術等の革新的な
技術開発を推進する。さらに、海藻や水素酸化細菌
の商業利用を進めるとともに、カーボンオフセット制度を
利用した収益化を図り、 CO2吸収を自律的に推進す
る。」 グリーン成長戦略p90

ネガティブエミッションの有効な手段として位置づけ、
国のインベントリに組み込み⇒オフセットの有効策

位置
づけ 温室効果ガス削減に向けた技術革新

▎イノベーション戦略、グリーン成長戦略、みどりの食料システム戦略上の位置づけ

位置
づけ

（出所）内閣府、経済産業省、農林水産省より作成
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温室効果ガスインベントリ算定において、算出方法の議論が成熟しておらず、実証を踏まえた検
討や経験が十分でなく「任意算定」として各国に判断はゆだねられている

海外における気候変動対策としてのブルーカーボン

オーストラリア

アメリカ

バーレーン

UAE

• 沿岸湿地を吸収源の対象にする意向

• 気候変動への対応策として沿岸生態系の吸収
をインベントリとして認定

• マングローブの植林
• マン グロー ブ林や 海 草 藻 場 の 炭素吸収源

（Carbon Sink）としての可能性について
IUCN（国際自然保護連合）と協働で検討を
進めていく

• 炭素隔離（Carbon Sequestration）の可
能性について、意思決定者の理解を深める

• ブルーカーボンの実証プロジェクトの実施
• マングローブの植林

▎気候変動対策としてのブルーカーボンの活用に関する取組み内容 ▎国際的なブルーカーボンの議論

（出所）環境省

インベントリの
対象か 対象

沿岸湿地生態系での
炭素固定 〇

マングローブ
塩性湿地
海草藻場

海草・海藻の生態系外の
輸送
（堆積・深海輸送・難解）

△
（知見収集中）

海草・海藻

大型海藻苗床栽培、洋上ファーム開発、洋上風力との相乗効果
ウニからの海藻を守る技術
大型海藻の食用、バイオエネルギー利用、化学薬品、化粧品、医

療品としての利活用
ドローンでの撮影、機械学習を使った海藻藻場の特定

ブルーカーボンの将来的な技術発展の可能性

（出所）Outline of The ICEF Blue Carbon Roadmap: carbon 
captured by the world’s coastal and ocean ecosystemsより作成
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ブルーカーボンの測定・評価の精緻化のため、9つのサイトで実証実験が開始
ブルーカーボンの評価手法の精緻化

（出所）堀正和「ブルーカーボンとしての藻場の評価に関する最新の国内動向」 および、ブルーカーボンの評価手法および効率的藻場形成・拡大の開発 令和3年度 研究実績報告

▎海水温など環境条件を区分けした9つのサイト

＞

▎養殖を含む水産業とCO2吸収源の機能の両立を目指す

 これまでの磯焼け対策技術を革新した技術開発
 ブルーカーボン生態系を拡大し、CO2吸収機能と生態系保全機能・持続的

食糧生産・バイオマス産業化を達成する技術開発

食糧生産
レクリエーション

GHG吸収源に

農林水産研究推進
委託プロジェクト
令和2年（2020年）から
令和6年（2024年）

藻場タイプ別の吸収係数評価モデル開発とCO2吸収量の全国評価

ブルーカーボンの増強技術の開発
 ブルーカーボン生態系の減衰要因の解明とその対策技術の開発
 ブルーカーボンを利用した養殖技術・藻場形成技術の開発
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日本におけるブルーカーボン算定・ルール化への取組み

ブルーカーボン研究会（2017年）：民間 ブルーカーボン検討会（2018年）：国交省、民間
① 吸収係数の検証と特定に向けた取組み

 実証結果との突き合わせ
 国内各地における吸収係数の特定
 変動要因の整理

② 活動量（活動面積）のモニタリングに向けた取組み
 測定手法の改良
 モニタリング体制の構築

③ 吸収量の増加に向けた取組み
 吸収係数の向上技術
 活動面積の増加技術

④ 行政手続きの推進に向けた取組み
 求められる科学的水準等の把握・対応

主
要
な
取
組
み

主
要
な
成
果

① 吸収係数特定のための国内各地における実証実験
② 活動量のモニタリング
 測定手法の改良、モニタリング体制構築
 地域の教育・研究機関とも連携

③ 活動量増加技術
 生態系管理に関わる技術・情報の提供
 社会経済的インセンティブの付与技術
 オフセット・クレジット
 生態系，環境等への影響に配慮も必要

④ 行政手続き推進
 定義、目標値、関連施策組み入れ、立案

国土交通省港湾局では、2019年6月に「地球温暖化防止に貢献する
ブルーカーボンの役割に関する検討会」（以下：検討会）を設置

CO2吸収源としてブルーカーボン生態系の活用に向けた検討を開始
ブルーカーボンのインベントリ登録を目指す
ブルーカーボン生態系にかかるCO2吸収量の定量的な評価手法を確立
ブルーカーボン生態系に関する普及啓発の検討

ジャパンブルーエコノミー技術研究組合 (JBE) の設立
海洋の保全、再生、そして活用などブルーエコノミー事業の活性化
を図ることを目的とした技術（方法論）の研究開発を、異なる分
野と立場の研究者、技術者、実務家らが密に連携して実施するた
めに設立された

官民でブルーカーボンの算定する取組みが進んでいる

（出所）各種資料より作成

2025年のインベントリ登録が目先重要
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民間企業でも藻場の安定した再生に貢献する技術開発やモニタリングの実証実験が進んでいる
民間企業によるブルーカーボン関連技術開発・計測システムの構築

（出所）鹿島建設株式会社HP
NTTデータHP より作成

あらかじめ採取していた母藻から放出される胞子を長期保存可能
にすることで、一年を通して栽培が可能になる技術を開発

再生試験におけるアラメの生長推移

▎大型海藻の安定栽培技術の開発

大型海藻の安定栽培は、磯焼け対策として重要であるが、母藻が入
手できる時期が限られ安定的な栽培が難しいという課題があった。

“”

実際にアラメの種苗生産を行い、葉山町漁協の協力のもと実海域
で藻場再生試験を実施

開発の背景

開発の成果

メバルやイカの回帰

▎ドローンを活用した藻場のモニタリング

開発の背景

開発の成果

海そうの種類や海域の違いを踏まえた精緻なCO2吸収量の把握が困
難であることがブルーカーボンの取組みの障壁になっている

“”

実測値を使う場合と文献値を使う場合では約20％の差分があり、ブ
ルーカーボンを精緻に把握するためには、土地ごとの特性、算定時期
を考慮に入れる必要があることを実証

NTTデータによるドローン空撮画像分析およびNTTデータ経営研究所
によるCO2吸収量の定量的算定・評価を実施

実証サイト：神奈川県葉山町 実証サイト：熊本県上天草市



25

ブルーカーボンを社会実装するための研究

有効な藻場の保全の方法やブルーカーボンとしての効果の実証を支える研究が進んでいる

（出所）Sato et al., 2022 Variability in the net ecosystem productivity (NEP) 
of seaweed farms,  Frontiers in Marine Science：

炭素固定として機能した日数の比較（緑が養殖場）

▎養殖藻場をめぐる炭素固定効果の研究成果▎磯焼け対策の研究成果
＋

 海藻種やロケーションによって、炭素固定効果が異なる結果に
 一部養殖場では天然藻場と同様の効果が得られる

 磯焼けの原因になる、ウニ（ムラサキウニ・ガンガゼ）を駆除、
捕獲して、野菜や陸生植物を与えることで食品としての品質
を向上させるもの

ウニにキャベツやクローバーを与えると食味改善

（出所） 神奈川県HP （出所） 神奈川県HP

 未利用資源の活用することで、フードロスなどにも貢献
 海藻は自然のサイクルのなかで、植生が低くなる時期があるが、

キャベツやクローバーなどの植物は1年を通して確保できるため、
安定的な養畜が可能
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ブルーカーボンのクレジット化

日本国内ではJBEが中心となり、“ブルー”の領域でクレジット化の試行が進む

（出所）JBE J ブルークレジット®（試行）認証申請の手引き

桑江ら（2019）と同一の数値

JBEはブルーカーボンによる気候変動の取組みを加速させるため、新たなク
レジットとして「Ｊブルークレジット®」の審査認証・発行へ向けた制度設計
等に関する研究開発を実施。吸収量の計算方法を以下のように整理

ブルーカーボンの測定はフェーズが二つ。実地調査により、対象生態系の分布
面積、単位面積当たりの湿重量を把握。文献による残存率や吸収係数を用
いてブルーカーボン量を試算する。

実施場所 プロジェクト申請者 クレジット クレジット購入者

横浜市
金沢区

横浜市漁業協同組合
海辺つくり研究会（NPO）
金沢八景-東京湾アマモ場再生会議

19.4
トン

丸紅㈱
㈱商船三井
東京海上日動火災損保㈱
東亜建設工業㈱

下松市
徳山下松港

山口県漁業協同組合周南統括支店
大島干潟を育てる会
周南市

44.3
トン

㈱トクヤマ
東ソー㈱
出光興産㈱
他14社

神戸市
兵庫運河

兵庫漁業協同組合
兵庫運河を美しくする会
神戸市立浜山小学校
兵庫・水辺ネットワーク

1.1
トン

㈱商船三井
マルハニチロ㈱
東亜建設工業
㈱他8社

▎Jブルークレジットの制度 ▎Jブルークレジットの認証された事例

上記リストは、2021年度に認証された4件のうち、漁協が申請者に名を連ねたもの
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大手企業は、気候変動対応の一環としてブルーカーボンに着目しクレジット化したカーボン購入
企業の注目度

（出所）JBE資料を元に当社作成 申請者およびクレジット購入企業・トン数をグラフ化したもの

東京・大阪本社企業

地元企業・団体

クレジット購入企業 クレジット創出団体 [t-CO2]

住友商事 横浜市漁協 14.4

丸紅 横浜市漁協 9.7

商船三井 横浜市漁協 8.6

トクヤマ 山口漁協 6.6

東ソー 山口漁協 6.6

出光興産 山口漁協 6.6

東京ガス 横浜市漁協 5.8

山口県漁協

山口県漁協

山口県漁協

購入したトン数は前年度分を含む数字
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藻場に先立ち、マングローブでブルーカーボンクレジットの組成が進み、グローバル企業が購入す
る価値の高いプロジェクトに

海外におけるブルーカーボンクレジットの認証

ミツバチ養蜂やエコツーリズムなどの雇用や活動を促進することで、
貧困に関連する社会的障壁を軽減
コミュニティガーデンなど、持続可能な食料供給源を導入

ESGの要素をもつブルーカーボンクレジット

領域 具体的な取組み

E
環境

S
社会

G
ガバナンス

持続可能な経営実践のために、地元自治体やコミュニティの参加
を通じてローカルガバナンスを強化する

マナティーやカワウソなどの絶滅危惧種の保護、リハビリテーション、
生息地の保護

 モロスキヨ湾における7,561ヘクタールの
沿岸が対象

 マングローブ生態系、沼地、関連する河
川の保全と持続的管理を実施

 30年間で約100万トンのCO2を吸収す
る見通し

 Appleが10,000tCO2e以上のクレジッ
トを購入し自社のオフセットに利用

▎VERRAが認証したコロンビアのプロジェクト

ボランタリーカーボンクレジット
のフレームワークを認証する
団体の1つ

グリーン部分がプロジェクト
を対象のマングローブ林

（出所）VERRA資料より作成



浜におけるブルーカーボン実践事例とロジックモデルによる評価
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各地で進むブルーカーボンの取組み
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運河に生息するいきものの“すみか”の再生を目指した藻場づくりと地域コミュニティとの連携
事例① 兵庫漁協

組
織
概
要

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
み

兵庫漁業協同組合
組合長 糸谷末二郎氏

地元小学生の環
境教育の拠点と
なっており、清掃
活動等の管理も
行っている

目視可能な程度まで藻場が再生されており、
小魚の回遊等も見られた

運河環境
の“再生”

＞

＞

漁獲高が減少する漁業をどうにかした
いという思いが起点

漁船漁業が資源量の減少で厳しくなる
なかで、兵庫運河でアサリ、ワカメの養
殖を始めたい（約10年前）

環境の悪化が深刻で、養殖の前段階
として環境改善・保全が必要

環境教育と
しての“場”

産官学の
“連携”

天然アサリおよび潮干狩り復活
アマモ場造成による「海のゆりかご

づくり」で兵庫運河の生物多様性
の向上

持続可能な漁業の実現
市民の地元沿岸や水産業への

興味、関心を喚起すること

活動のキーマン
糸谷謙一理事が主導で活動を企画・実践

地元の小学三年生を対象に、アサリの
育成実験と生き物観察会を実施

アサリの育成実験では、干潟で採取し
たアサリを網袋に入れ、半年保護・育
成をする取組み

生物のすみかとなり、子供たちの
環 境 教 育 の 場 と も な る 砂 浜
（浜っ子きらきらビーチ）を造成

兵庫漁協が中心となり、兵庫運河を
美しくする会、小学校、兵庫・水辺ネッ
トワークが2021年にJブルークレジット
を申請

藻場の面積モニタリングなどは、地元の
高専や大学が協力

藻場再生に加え、生物多様性
の保全や地域との連携が評価さ
れたプロジェクト

東京の企業、地元の企業がJブ
ルークレジットを購入

出所 JF兵庫訪問時に撮影

出所 JF兵庫訪問時に撮影

神戸沿岸地域で活動
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ロジックモデル① 兵庫運河の自然を再生するプロジェクト（兵庫漁協を中心とした取組み）

アクティビティ
（活動）

アウトプット
（直接的な結果）

インプット
（資源）

アウトカム（成果）
短期 中期 長期

インパクト

 漁業者の生業を再生するために、兵庫運河でアサリやワカメの養殖を始めたい
 養殖をするため兵庫運河の環境再生・環境保全を行い、豊かな生態系と生物多様性の再生を通した持続可能な漁業の実現

ヒト

モノ

カネ

兵庫漁協
地元企業
行政

研究者
学生
児童

藻場の再生

生き物観察

アサリの放流

藻場面積1ha増

地元小学生の環境
教育活動実施

地域企業との連携
学生・児童との交流

アサリの増加

気候変動の緩和

持続可能な漁業

漁業者の所得向上

環境と調和した
里海の創造

兵庫漁協を中心とした取組みのロジックモデル

漁業者の船

研究設備

活動費

気候変動

漁業

地域社会

GHG吸収

クレジット創出

アサリの増加

自然資本・生物多様性

生息地の拡大

水質の改善

メバル・イカの回帰

保育場・産卵場

環境意識の醸成

地域内連携

138種の生きもの

里
海
の
再
興

都
市
と
漁
村
の
交
流

温
暖
化
対
策 自然由来のGHG削減

企業のクレジット購入

GHG吸収

漁獲高向上

魚介類の品質向上

兵庫運河ブランドの確立

漁業者の増加

漁協と行政の連携強化

生物多様性の向上

漁業・漁村の再生

環境意識の高まり

地元の人材育成

企業のコミット

大都市との企業と連携
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化粧品の地産を目指したワカメ養殖によるブルーカーボンの広がり
事例② 糸島漁協・株式会社ヴェントゥーノ

組
織
概
要

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
み

株式会社ヴェントゥーノ
福岡市に拠点に、化粧品・健康食品を販売する

糸島漁業協同組合
糸島市一帯を管内とする漁協
牡蠣が有名な地域

＞

＞

ワカメの養殖

ヴェントゥーノ社
と糸島漁協の

連携

メカブを使った
化粧品の開発

ブルーカーボンの推進における地域貢献協
定を締結（2021年より5年間）

同社としては、地元のワカメを使った化粧品
の開発を進めるため、糸島漁協を連携の
パートナーして協定を締結

漁協も温暖化対策に貢献したいとの意図

ワカメ養殖の減少が進んでおり、当社との連
携による単価の向上や販路の確保を狙う

漁獲高の回復、生産者の増加につながって
いくことを期待

ブルーカーボンによる知名度獲得やブランド
向上にも期待がある

糸島漁協のワカメを使用した化粧品を
2つ開発（右写真）

ふるさと納税の返礼品として取扱ってお
り、地域の魅力発信にも貢献

化粧品への使用により生
産拡大しているものの、天
候・人手不足の影響もあ
り、想定よりもワカメ生産
量が確保できていない

ワカメなどの海藻類を使用
することで、ワカメ養殖面
積が増加し、魚介類への
好影響を図る

（出所）株式会社ヴェントゥーノHP

出所 PRITIMES
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ロジックモデル② 地域連携事例（糸島漁協、ヴェントゥーノ）

アクティビティ
（活動）

アウトプット
（直接的な結果）

インプット
（資源）

アウトカム（成果）
短期 中期 長期

インパクト

 廃棄されていたメカブ（いわゆるワカメの根元部分）を株式会社ヴェントゥーノが化粧品の原材料に使用することで地域内で資源を有効活用し、糸島漁協のワ
カメ養殖と連携

ヒト

モノ

カネ

糸島漁協
ヴェントゥーノ社

ワカメ養殖

メカブを使った化粧品の
開発

メカブの有効利用
1t弱

5年間の地域
貢献協定

糸島産メカブを使用した
化粧品の販売

気候変動の緩和

持続可能な漁業

漁業者の所得向上

地域社会の維持

糸島漁協とヴェントゥーノ社の取組みのロジックモデル

漁業者の船

研究設備

研究開発費

気候変動・生物多様性

漁業

地域社会

GHG吸収

藻場再生

ワカメ生産量拡大

ふるさと納税

連携のシナジー

アカモクなどの養殖着手

魚介類の資源回復

産学連携

地産地消の広まり

九州大学

糸島漁協、ヴェントゥーノ
社が地域貢献協定

を締結

地域経済

温
暖
化
対
策
・

自
然
資
本

自然由来のGHG削減

生物多様性の向上

生態系サービスの維持

ブルーカーボンの普及

漁
業
資
源

ワカメ生産拡大

糸島産のタイの資源量回復

アカモクなどの名産物化

牡蠣とのシナジー

地
域
社
会
・
経
済

研究機関との連携拡大

地域活性化

化粧品の知名度向上

連携の深化
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事例③ 鳥取県下の漁協

組
織
概
要

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
み

ウニの駆除・養畜を通した藻場再生とウニの商品化を通した地域活性化

＞

ウニの駆除を通じた
藻場の再生

駆除したウニの蓄養
ウニのメニュー開発

学校給食・飲食店を
通じた取組み発信

磯焼けの原因となるムラサキウニを駆除
駆除は、漁業者だけでなく、ボランティアダ

イバー等も担う

駆除するムラサキウニの一部を、県内農
協組合員らと連携しつつ農作物残渣を
餌として身入りをよくし、駆除ウニの蓄養

二十世紀ナシを餌にするプランも

学校給食やイベント等、さまざまなチャネ
ルで成果品を海のメッセージとともに展開

 藻場回復でブルーカーボン
（GHG削減）

 生物多様性の維持

＞

 ウニ等を活用したメニュー・
加工品開発

磯焼けやブルーカーボンへの
課題・意識を全国的に一
層高める

高校生向け授業

とっとり海のごちそう祭り
出所 農林中央金庫提供

出所 農林中央金庫提供
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ロジックモデル③ 鳥取県の漁協におけるウニ駆除による磯焼け対策

アクティビティ
（活動）

アウトプット
（直接的な結果）

インプット
（資源）

アウトカム（成果）
短期 中期 長期

インパクト

 官民一体となって藻場消失防止に向けたムラサキウニ駆除から、畜養、加工、地域での消費、海の問題の普及啓発を一貫して実施

ヒト

モノ

カネ

漁業者
漁協
鳥取県
農林中金 ウニの駆除を通じた

藻場の再生

駆除したウニの養畜
ウニのメニュー開発

ウニ捕獲
藻場再生

メディア掲載
アウトリーチ増加

ウニを使った食材
売上向上

ウニ使用飲食店
増加

気候変動の緩和

持続可能な漁業

漁業者の所得向上

官民の連携の
モデルケースに

鳥取県漁協、鳥取県、農林中央金庫の取組みのロジックモデル

漁業者の船

研究設備

日本財団
鳥取県

気候変動・生物多様性

漁業・地域経済

PR効果

GHG吸収

藻場の再生

ウニの商品化

子どもたちへの食育

加工・小売りの強化

水産資源の回復

食品残渣の有効活用

地域内の意識醸成

魚食普及

学校給食・飲食店を
通じた取組み発信

地域経済

情報

鳥取県
日本財団
農林中金

温
暖
化
対
策
・

自
然
資
本

自然由来のGHG削減

生物多様性の向上

生態系サービスの維持

ブルーカーボンの普及

漁
業
資
源

ウニの商品化による所得増

磯焼け阻止

多様な水産資源の回復

海の重要さの普及啓発

地
域
社
会
・
経
済

食品ロス対策

地域活性化

漁業者所得の向上

魚食普及



ブルーカーボンがもたらす社会と展望



38

ブルーカーボンがもたらす価値

社会

経済

温暖化対策
への貢献

生物多様性
の向上

環境教育の
充実

地方創生

観光業の
発展

ブルービジネス
の拡大

漁獲量の
拡大

環境

藻場

浜の活力

経済、社会、環境への“三方よし”を目指し、各領域へのポジティブインパクトを創出

（出所） 当社分析
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ブルーカーボンは、課題の解決に向けたTheory of Change（変化の理論）となり、藻場再
生とブルーカーボンに着目することでスケールアップや地域のベネフィットにつながる

変化の論理：Theory of Change

ブルーカーボン
×

浜での実践

保全
再生

生物
多様性

GHG
削減

豊かな浜
の実現

浜の課題

ブルーエコノミー

持続可能な地球

社会的認知

環境価値の定量化

漁業振興

カーボンクレジット

ファイナンス・協業

連
携

支
援

投
資

（出所） 当社分析

ブルー・トランス
フォーメーション
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ブルーカーボンの推進には産学官金の連携が不可欠。漁業者の取組みを支援するため、それぞ
れの組織の強みを生かしていくことが重要

ブルーカーボンの可能性を広げるための連携

▎産学官金がブルーカーボンの推進に求められる要素 ▎それぞれ組織の強みを生かして推進

産
（企業）

官
（国・地公体）

学
（大学・研究機関）

金
（金融機関）

 ブルーカーボンクレジットの購入を通じた支援
 企業による藻場づくり支援（企業イベント化）
 ブルーカーボンに寄与する水産物の優先買取

 ブルーカーボン推進を予算化
 地域の主体をまとめるHub機能
 住民への普及啓発事業

 ブルーカーボン測定の精緻化
 養殖にかかるブルーカーボンの定量化
 インベントリ化へのサポート

 ブルーカーボンに取り組む漁業者・企業への資金提供
 GHG削減を目指す企業へのカーボンクレジット仲介
 カーボンクレジット組成に向けた漁業者への支援

産 官

金学

ブルーカーボン
の推進

産業界のNet Zeroの動き
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
技
術
的
な
支
援

カーボンクレジットを通じた利益の還元

金融機関 企業 大学

官

金融機関

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
価
値
向
上 企業官

大学

（出所） 当社分析
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ブルーカーボン主流化に向けた金融の役割（展望）

藻場造成・再生を通じた
ブルーカーボンの創出

沿
岸
地
域
社
会

気
候
変
動
対
策

生
物
多
様
性
の
保
全

漁業者と漁協が中心となり取り
組むことはコミュニティーベースの
アプローチであり、今後の環境問
題対策で最も重要な要素の1つ

ソリューション アクション

例 アマモ場再生と牡蠣養殖をつなげる連携支援

漁村を活性化

アマモ場を再生し牡蠣の生
育環境を向上させる

貝殻を肥料としてワイン畑に施
肥⇒炭素を土壌に固定

• 牡蠣とワインのマリ
アージュ

• グリーン・ブルーツー
リズム

藻場造成・藻場再生

沿岸漁業の再生

適切な資源管理

漁業者の所得向上

藻場造成・藻場再生

CO2削減

クレジット化で企業
がオフセット

気候変動対策へ寄与 SDGs

次世代へ美しい海
を残す

藻場造成・藻場再生

生き物のすみかの創出

魚類・貝類・藻類
のバランス回復

豊かで美しい海の再生

例 ブルーカーボンクレジットの活用

例 生き物の多様さという自然資本の価値を定量化

こ
れ
ら
の
取
組
み
拡
大
に
は
資
金
調
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不
可
欠

藻場造成・再生からのブルーカーボン創出は、
Nature based solutions
（自然に基づく解決）であり、今後さらに
注目される

クレジット創出 クレジットをプール・アレンジ 企業が購入

希少動物の保護 観光資源の保護 環境教育のツール

コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

ブルーカーボンを起点にサステナビリティ諸課題へのソリューションを提供する金融の役割

（出所） 当社分析



ご清聴ありがとうございました

ご質問・ご意見をお寄せください
【問い合わせ先】
髙島 浩 ：takashima.hiroshi@nochuri.co.jp
藤田 研二郎：fujita.kenjiro@nochuri.co.jp
梶間 周一郎：kajima.shuichiro@nochuri.co.jp

mailto:takashima.hiroshi@nochuri.co.jp
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沿岸域では、藻場・干潟に依存する魚種の漁獲量が減少し、漁業就業者数も減少している。水
産資源は、自然界のバランスの元に成り立っており、近年ではそのサイクルの変化もみられる

【参考資料1】沿岸域の漁獲量・漁業者数の減少と水産資源のサイクルの変化

温暖期 寒冷期 温暖期万トン 万トン

マイワシ
右目盛

スルメイカ

カタクチイワシ

▎水産資源は生態系・環境のバランスが重要

（出所）水産庁『漁業・養殖業生産統計』
注 「全生活史を藻場・干潟に依存」は、あわび類、さざえ、あさり類、うに類、なまこ類、海草類、
「一部生活史を依存」は、にしん、かれい類、はたはた、たい類、いかなご類、くるまえび、がざみ類。

（千t）

沿岸漁業生産量

← 一部生活史を藻場・干潟に依存

（千t）

← 全生活史を藻場・干潟に依存

（出所）水産庁『漁業就業動向調査』『漁業センサス』
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▎沿岸漁業就業者数（雇われを除く）が減少

▎藻場・干潟に依存する魚種の漁獲量が減少

（出所）水産庁『平成29年度 水産白書』
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【参考資料2】

ブルーカーボンは、主に①浅海の土壌に堆積するもの、②流れ藻が海底・中深層に輸送される
もの、および③水中に滞留するものがあり、海草・海藻の種類により違いがある

（出所）桑江朝比呂 et al. 「浅海生態系における年間二酸化炭素吸収量の全国推計」

固定量
(トンCO2/ha/年）

残余率
(%)

吸収係数
(トンCO2/ha/年）

海草藻場 アマモ場 26.7 18.5 4.9
海藻藻場 ガラモ場 24.0 11.3 2.7

コンブ場 90.8 11.3 10.3
アラメ場 36.9 11.3 4.2

海草藻場 海藻藻場
藻場内の堆積物など 11.1％ 0.4％
海底・中深層に輸送 5.1％ 3.2％
外洋の中深層の水中 2.2％ 7.7％
残余率（合計） 18.5％ 11.3％

純一次生産速度
(トンCO2/ha/年）

海草藻場 アマモ場 26.7
海藻藻場 ガラモ場 24.0

コンブ場 90.8
アラメ場 36.9

藻場が光合成により海そうに固定された量 吸収したCO2が蓄積される比率（残余率）

ブルーカーボンのヘクタール当たりの貯留量
(注）
全体像を示すため、推計値の平均値の
み表示。また、残余率については、論文
上の表現ではない。
なお、それぞれの藻場あたりの標準偏差
に大きな差異がある。
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【参考資料3】カーボンクレジット原則を満たした養殖におけるブルーカーボンクレジット化への道筋と留意点

Jブルークレジットにおける海藻（コンブ、ワカメ）養殖の考えかた

カーボンクレジットの大原則：認証を受けるにはカーボンクレジットとしての適格性のクリアが求められる

1. 付加価値（GHG削減・除去はカーボンクレジットの収入によるインセンティブがなければ発生しなかったもの
であること）

2. 気候変動の緩和活動の情報（緩和活動が具体的に可視化されていること）
3. ダブルカウントをしない
4. 永続性（永続的なGHG除去であり、もし増加した場合は、補償が必要）
5. プログラムガバナンス（カーボンクレジット除去のプロジェクトの透明性が必要）
6. レジストリの確保（緩和活動と発行されたクレジットが一意に識別、記録、追跡できる）
7. 独立した第三者による検証と認証が必要
8. 排出削減・除去のロバストな定量化（緩和活動によるＧＨＧ削減は科学的な妥当性が求められる）

• Real (実際に行われていること)
• Measurable (測定可能性)
• Permanent（永続性）
• Additional（追加性）
• Independently Verified（独立した検証）
• Unique（二重カウントされないこと）

 養殖におけるブルーカーボンクレジットを進めるうえで、カーボンクレジットの原則を満たす必要がある。それにかかる方法論の確立については、JBE（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合）が適格性を
クリアしたJブルークレジットの認証を実施。JBEのガイドラインに沿ったプロジェクトを実施すれば、ブルーカーボンクレジットを発行することが可能。養殖コンブについては、一部留意点はあるものの、ＧＨＧ
削減を目指した養殖技術の工夫や養殖の面積を増加などでＪブルークレジットを発行すること可能。

JBE（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合）
＞

 ベースラインとして、当初の養殖事業（GHG削減を意図していない状態）から、追加性・付加価値を目的とした養殖（養殖面積の増
加）や一部の海藻を収穫せずに残すことで、明確にどれくらいGHG吸収に寄与したか、第三者が検証できるようなプロジェクトを実施する

（出所）ICROA、IC-VCM、JBE資料より作成

 JBEはすでに、横浜市（横浜市漁
協）、神戸市（兵庫漁協）、周
南市・下松市（山口県漁協）など
でJブルークレジットを認証している。

◀ 認証されたクレジットは、住
友商事、丸紅、トクヤマ、出
光興産などの大企業が購入

◀ クレジットのCO2換算量は、
森林などと比較して少ないも
のの、生物多様性や生態系
への貢献も加味され高価

◀ 今後も多くの企業が購入す
る見通し

クレジット購入企業 クレジット創出団体 [t-CO2]

住友商事 横浜市漁協 14.4

丸紅 横浜市漁協 9.7

商船三井 横浜市漁協 8.6

トクヤマ 山口漁協 6.6

東ソー 山口漁協 6.6

出光興産 山口漁協 6.6

東京ガス 横浜市漁協 5.8

これら原則を踏まえて、コンブ養殖によるブルーカーボンクレジットの創出を考えると、
追加性や付加価値の部分で、何らかの取組みが必要になる
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【参考資料4】 「自然共生サイト」の試行

環境省では、生物多様性保全に資する地域を「自然共生サイト」として認定する仕組みを試行
中。試行対象には藻場保全を行う地域もあり、経済的インセンティブの検討も進められている

ポスト2020生物多様性枠組
1次ドラフトの主要なターゲット

3. 陸域/海域の重要地域を中心に
30%保全 ＝“30by30目標”

7. 環境への栄養分流出を半減し、環境
への農薬の放出2/3削減し、プラスチッ
ク廃棄物の流出を根絶

8. 年100億トンCO2相当の緩和分を含
め、生態系により気候変動緩和・適応
に貢献

10. 農業、養殖業、林業のための空間を持
続可能に管理し、生産性やレジリエン
ス等を向上

（計21ターゲット）

自然共生サイトの認定基準
4 食料や資源の提供、水源涵養、炭

素固定、防災減災、景観などの生
態系サービスを提供する場所

6 希少な動植物が生息している場所

7 分布限定種や固有種などが生息している
場所

8 動物の繁殖や餌場、移動など生活史に
とって重要な場所

（計9基準）

“保護地域以外で生物多様性保全に資する地域”
（OECM）を

「自然共生サイト」として認定

• セブン‐イレブン記念財団が、自然共
生サイト認定の試行に参加

• 府内有数のアマモ場
• アマモの保護保全活動と沿岸清掃

活動を行い、CO2削減と豊かな自然
環境の再生を進める

• 阪南市と協定を締結

阪南セブンの海の森
サイト管理者
企業、自治体、

NGOなど

環境省

OECM国際
データベース

生物多様性条約
事務局

サイト支援者
企業、個人など

申
請

認
定

登録 2030年目標達成の
国別報告書の提出

価値発行事業者

資金支援

登録
価値発行

A案 貢献証書
B案 クレジット

検討中

自然共生サイトの認定方法と経済的インセンティブ

税制優遇
（不動産取得税、固定
資産税の軽減）etc.

+

（出所）環境省資料、セブン‐イレブン記念財団HP
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